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伊勢市の情報をお届けします

バリアフリーの心でおもてなし

出水期に備えて 早めの対策を！ 8
みんなで盛り上げよう！伊勢まつり 6

バリアのない伊勢市を目指して 2



バ
リ
ア
の
な
い
伊
勢
市
を
目
指
し
て

　
市
で
は
、
誰
も
が
妨
げ
を
感

じ
る
こ
と
な
く
、
日
々
の
暮
ら

し
や
観
光
を
楽
し
め
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
普
段
、
当
た
り
前
に
行
え
て

い
る
こ
と
が
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
、
妊
産
婦
、
け
が
人
、
あ

る
い
は
日
本
語
が
分
か
ら
な
い

外
国
人
旅
行
者
な
ど
に
と
っ
て

は
、「
バ
リ
ア（
障
壁
）」に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
バ
リ
ア
の
種
類
や
感
じ
方
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
今
回

は
、
市
で
取
り
組
ん
で
い
る「
交

通
」と「
観
光
」に
関
す
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

　　バリアフリー化を目指し、
市では次の事業に取り組んでいます！

バリアの種類

「バリアフリー観光」
の推進

など

特集

「伊勢市交通バリアフリー
基本構想」の策定

物理的なバリア

心理的なバリア

情報のバリア

社会的・制度的
なバリア

（段差など物理的障壁）

（偏見や無理解など心の障壁）

（見る、聞く、話すなど情報の障壁）

（決まりやしきたり
　などによる障壁）

※事例は、市の「障がいを理由
とした差別と思われる事例」
および「障がいがある人への
配慮の好事例」から障がい者
の家族の声などを紹介してい
ます。

施設の入り口のスロープに利用者の
靴があり、車いすが通れなかった。

「どうせ分からないだろう」と、自
分の意思を無視した説明や、自分
が分かるような説明でない時があ
り悲しくなった。

窓口で順番を待っている時、声の
聞こえない人は名前などを呼ばれ
ても分からないので、ずっと窓口
を見ていないといけない。

習い事などで、話せない、見えな
いという理由で入会を断られた。

事例

事例

事例

事例

3 2広報いせ 平成29年６月１日号 広報いせ 平成29年６月１日号



バス乗り場の柵（現状）

　
国
が
制
定
し
た
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
に
基
づ
き
、
市
で
は
「
伊

勢
市
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本

構
想
」
を
２
月
に
策
定
し
ま
し

た
。

　
現
在
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
観

光
客
な
ど
の
来
訪
者
に
よ
る
利

用
頻
度
が
高
い
施
設
が
数
多
く

あ
る
中
で
も
特
に
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
必
要
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
「
近
鉄
五
十
鈴
川
駅

周
辺
地
区
」
を
重
点
整
備
地
区

と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
人
が
施
設
の
利
用
や
地
区
内

の
移
動
を
安
全
か
つ
円
滑
に
行

え
る
よ
う
、
市
と
各
関
係
事
業

者
と
で
協
議
を
行
い
、
平
成
32

年
度
ま
で
を
目
標
に
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

「
伊
勢
市
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
」を
策
定
し
ま
し
た

●公共交通特定事業
　（近鉄五十鈴川駅など）

●路外駐車場特定事業
　（内宮B1駐車場）

●施設や設備の更新、維持管理等
　（近鉄五十鈴川駅前広場・バス停）

（五十鈴公園〔県営体育館〕）●交通安全特定事業

◦ホームへのエレベーターの設置
◦待合室の扉の改善（段差の解消、自動で閉ま

るものへの改修）
◦多機能トイレの整備（入り口付近での音声や

点字などによる案内の設置を含む）
◦視覚障がい者誘導用ブロック（内方線）の整備など

◦障がい者用駐車スペース
から市道への経路の整備

◦屋外公衆トイレにつながるスロープを妨げる
駐車スペースの撤去

◦多機能トイレの男女別表示の取りやめ　など
◦横断歩道への音響式信号機の設置
◦横断歩道へのエスコートゾーンの設置

◦バス乗り場の柵の拡幅
◦バス乗り場へのベンチの設置

◦バリアフリー対応バスの導入

事業者：近畿日本鉄道㈱

事業者：三重交通㈱

事業者：三重交通㈱

事業者：伊勢市

事業者：三重県公安委員会
事業者：三重県

内方線（例）

エスコートゾーン（例）音響式信号機（例） 多機能トイレ入り口（現状）スロープを妨げる駐車スペース
（現状）

多機能トイレ（例）

バス乗り場（現状）

●道路特定事業 （国道・県道・市道）

◦横断歩道前後への視覚障がい者誘導用ブロッ
クの敷設

◦バス乗り場周辺への視覚障がい者誘導用ブロ
ックの敷設

◦歩道内の段差の解消
◦横断歩道周辺の急こう配の解消　など

事業者：国・三重県・伊勢市

段差の解消（現状）誘導用ブロック（例）

3 2広報いせ 平成29年６月１日号 広報いせ 平成29年６月１日号

都
市
計
画
課

（
☎
21

－

５
５
９
１　

21

－

５
５
８
５
）

市民の皆さんと
来訪者の皆さんが

安心・快適に
生き生きと過ごせる　　

まちづくりを　
目指します。

伊勢市長
鈴木 健一



　
伊
勢
市
は
日
本
一
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
地
を
目
指
し
て
、

現
在
ま
で
宿
泊
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
対
す
る
補
助
事

業
や
、市
内
観
光
エ
リ
ア
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
作
成
な
ど
、

他
の
地
域
に
先
駆
け
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
施
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
伊
勢
神
宮
内
宮
に
お
け
る
参
拝
の
サ
ポ
ー
ト
対
応

な
ど
、
要
望
に
常
時
お
応
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
し

た
。
そ
こ
で
、
市
を
含
む
産
官
学
関
係
６
団
体
で
は
伊
勢
に
訪

れ
る
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
な
ど
が
、
い
つ
で
も
安
心

し
て
観
光
を
楽
し
め
る
よ
う
、
２
月
か
ら

次
の
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

伊
勢
お
も
て
な
し
ヘ
ル
パ

ー
利
用
の
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
毎
年
、
お
伊

勢
参
り
に
来
て

い
ま
し
た
が
、

足
が
不
自
由
で

車
い
す
を
利
用

し
て
い
る
た
め
、
い
つ
も
正
宮

へ
の
階
段
を
上
る
こ
と
な
く
、

下
か
ら
参
拝
を
し
て
い
ま
し
た
。

何
と
か
階
段
を
上
っ
て
参
拝
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

伊
勢
の
観
光
案
内
所
で
こ
の
取

り
組
み
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て

も
ら
い
、
電
話
を
か
け
て
み
た

ん
で
す
。

全
国
に
観
光
地
が
た
く
さ
ん

あ
る
中
で
、
同
様
の
取
り
組
み
を

し
て
い
る
所
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
旅
行
会
社
の
車
い
す
で
行
く

ツ
ア
ー
や
入
浴
介
護
を
付
け
ら

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
」を

推
進
し
て
い
ま
す

伊勢おもてなしヘルパー
「神宮参拝サポート事業」

伊勢おもてなしヘルパー推進会議事務局：
NPO法人 伊勢志摩バリアフリーツアーセンター

（☎0599 ー21ー0550 　 0599 ー21ー0585）

　伊勢おもてなしヘルパーが内宮参道での介助、車い
すのままでの内宮正宮前の階段上げを行い、参拝を実
現させます。
　バリアフリー観光をおもてなしの一つと捉え、人と工
夫によるおもてなしで、伊勢の魅力を向
上させることを目的に始まりました。

利用者にインタビュー

大阪府大阪市から観光に訪
れた平瀬さんは、難病のた
め両上下肢にまひがあり、
車いす生活を送られていま
す。今回、伊勢おもてなし
ヘルパーに依頼して、念願
だった内宮正宮前からの参
拝を行いました。

平瀬 富夫さん

れ
る
ツ
ア
ー
な
ど
は
利
用
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
個
人
旅

行
で
、
こ
こ
ま
で
付
き
き
り
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
は
、

私
が
知
る
限
り
で
は
伊
勢
だ
け

で
す
ね
。
障
が
い
者
の
中
で
も
、

お
伊
勢
さ
ん
に
お
参
り
し
た
い

と
い
う
人
は
か
な
り
い
る
の
で
、

こ
の
取
り
組
み
は
本
当
に
あ
り

が
た
い
で
す
よ
。

伊
勢
に
限
ら
ず
、
観
光
す

る
時
に
不
便
だ
と
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
ん
で

い
な
い
場
所
が
、
ま
だ
ま
だ
多

い
で
す
ね
。
駅
で
も
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー

や
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が

無
い
所
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、神
社

QQ

Q

受け付け窓口

5 4広報いせ 平成29年６月１日号 広報いせ 平成29年６月１日号

有料ですが、研修を
受けて認定された人が

ヘルパーをしているので
安心です。　



観光客お出迎えボランティア　伊勢っ子
　国内外から訪れる多くの観光客と子どもたちが触れ合うこ
とで、多くの人々を惹

ひ

きつけている伊勢のまちの魅力を発信。
　次の御遷宮に向けて、地元が大好きな子どもを少しでも増
やし、将来の伊勢を担う人材を育成しています。

バリアフリー対応の店づくり例（㈱岩戸屋）

◦障がい者や介助者への見える立ち位置で声掛け
◦障がい者用トイレ、お店への出入り口にスロープを設置
◦お店のすぐ横に、障がい者用の駐車スペースを設置

障がい者サポート企業・団体

◦車いすを使っている人が、高い所にある物を取りにくそ
うにしているとき、「お取りしましょうか？」と一声

◦目が不自由な人に対し、駅のホームや横断歩道などの危
険な場所では、「手をお貸ししましょうか？」と一声

　「障がい者サポーター」とは、そのような障がいのある
人が必要とする配慮を理解し、日常生活でちょっとした
支援を実践する人たちのことです。

高齢・障がい福祉課（☎21ー5558　 20 ー8555）

観光振興課 （☎21 ー5566　 28ー2404）

　「障がい者サポーター制度」の普及などに積極的に
協力いただける企業や団体を募集し、「障がい者サ
ポート企業・団体」として認定しています。

特集 I バリアのない伊勢市を目指して

障がい者サポーター制度

障がい者サポーターになるためには？
誰でもサポーターになることができます。サポーター研修
会へご参加ください。
※研修会の開催予定は、市のホームページなどでお知らせします。
※F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebookもご覧ください。

仏
閣
な
ど
の
階
段
に
ス
ロ
ー
プ

が
無
か
っ
た
り
、
わ
ず
か
数
段

の
段
差
が
あ
る
こ
と
で
目
的
の

場
所
ま
で
た
ど
り
着
け
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

行
き
た
く
て
も
諦
め
ざ
る
を
得

な
い
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
所
を
も
っ
と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
し
て
も
ら
え
た

ら
な
、
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
お
も
て
な
し
が

あ
れ
ば
、
よ
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
。

　
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
、
障
が

い
者
を
助
け
た
い
と
い
う
気
持

ち
は
持
っ
て
い
る
け
ど
、
ど
う

し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
同
じ
障
が
い
者
で
も
、
私

は
比
較
的
自
分
か
ら
助
け
を
頼

む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
内
気

な
人
も
い
ま
す
か
ら
ね
。
障
が

い
者
も
健
常
者
も
互
い
に
、「
心

の
バ
リ
ア
」
が
な
く
な
る
よ
う

な
社
会
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

伊
勢
お
も
て
な
し
ヘ
ル
パ

ー
を
実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
か

が
で
し
た
か
。

　
正
宮
ま
で
上
が
っ
て
お
参
り

で
き
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
た
だ
階
段
を
上

り
下
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
に
神
宮
内
の
見
ど

こ
ろ
案
内
を
し
て
も
ら
え
て
勉

強
に
な
り
ま
し
た
し
、
楽
し
か

っ
た
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
支
援
が
あ
る
と
、

障
が
い
者
も
旅
行
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
っ
て
、
い
ろ
ん
な

場
所
で
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
広
が
れ
ば
い
い
な
と
感
じ
ま

し
た
。

Q

Q

伊勢市障がい者サポーター制度　facebook 検 索

観光客にとってのバリアをなくそう

5 4広報いせ 平成29年６月１日号 広報いせ 平成29年６月１日号

障がいのある人の参拝をサポー
トしています。ヘルパー登録は
現在約 80 人。たくさんの人の
ご利用をお待ちしています。

車いすのつり上げは、最
低４人いないと危険で
す。安全第一で行います。

さまざまな取り組みを通して、誰もが暮らしやすい伊勢のまちを一緒につくっていきましょう。



参
加
団
体
を
募
集
！

　

市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て「
見
て
・
参
加
し
て
・

楽
し
め
る
行
事
」に
し
よ
う
と
、

実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
中
心

と
な
っ
て
企
画
運
営
す
る
地
域

最
大
級
の
祭
り「
伊
勢
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
の
「
伊
勢
ま

つ
り
」
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
け
る
パ
レ
ー
ド
、
イ
ベ

ン
ト
（
特
設
会
場
で
の
披
露
）、

出
店
・
出
展
な
ど
の
参
加
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
経
験
の
な
い
団
体
や
、

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
も
歓
迎
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容　
パ
レ
ー
ド
、イ
ベ
ン
ト
、

出
店
・
出
展
な
ど

申
し
込
み　
６
月
１
日
㈭
～
15

日
㈭（
必
着
）に
、
申
込
用
紙
を

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

E
メ
ー
ル
で
市
民
交
流
課（
〒

５
１
６

－

８
５
０
１
御
薗
町
長

屋
１
２
２
１
、

kouryu@
city.ise.m

ie.jp

）へ

※ 

申
込
用
紙
は
市
民
交
流
課
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

毎
年
多
彩
な
参
加
団
体

　
毎
年
パ
レ
ー
ド
や
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
マ
ー
チ
ン
グ
、
お
木
曳

車
、
み
こ
し
、
太
鼓
、
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
団

体
が
出
演
し
て
い
ま
す
。　
　

　
ま
た
、
出
店
・

出
展
で
は
、
地

場
産
品
の
展
示
・

販
売
や
団
体
Ｐ

Ｒ
な
ど
、
数
多

く
の
団
体
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う
！

市民交流課内・伊勢まつり実行委員会事務局（☎21– 5549　 21–5642）

と　

き

10 
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

と
こ
ろ

伊
勢
高
柳
商
店
街
周
辺
～
県
道
鳥
羽
松
阪
線
～
伊
勢
市
駅
周
辺

予算額
１,208 万円

（うち市負担金800万円）
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開催まで420日
（６月１日現在）

特別講義で魅力を発信

五感で魅力を発信

伊勢市実行委員会の様子

観
光
誘
客
課
（
☎
21

－

5
5
6
5　

28

－

２
４
０
４
）

ポ
ス
ト
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
取
り
組
み

伊
勢
の
魅
力
を
世
界
へ
発
信
中
！

Los Angeles

　

ポ
ス
ト
サ
ミ
ッ
ト
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

伊
勢
の
文
化
を
P
R
す
る

イ
ベ
ン
ト
「T

ザ

he S

ス

タ

デ

ィ

tudy 
o

オ
ブf I

イ

セ

se

」を
米
国
・
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
市
の
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
（
Ｕユ

ー

Ｓエ
ス

Ｃシ
ー

）
で
行
い
ま

し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
、

海
外
か
ら
伊
勢
を
訪
れ
る
観
光

客
は
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
海
外
で
の
伊

勢
の
知
名
度
を
上
げ
、
ま
ち
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebookページ「伊勢
市役所観光情報」でも、
今回の取り組み内容など
を掲載しています。

　皇學館大学学長の清水潔
きよし

さんが、伊勢の歴史文化をテー
マに、日本研究を行っている学者
や学生に特別講義を行いました。
参加者からは「なぜ大和から離れ
た伊勢に神宮が置かれたのか」など
といった鋭い質問が相次ぎました。

4月20日㈭

東海総体へ向け本格始動

平成 30 年度 全国高校総体（インターハイ）
　　　　　　　　伊勢市実行委員会を設立

　５月８日㈪、いせトピアで平成 30 年度全国高等学校総合体育大会伊勢市実行委
員会設立総会と第１回総会が開催されました。
　この日は、会長の伊勢市長をはじめ関係団体の代表者が、平成 29 年度の事業計

画や収支予算などについて審議し、全て承認されました。
　今後、全国高等学校総合体育大会（イ
ンターハイ）の成功に向け、いよいよ
本格的に動き出します。皆さんのご支
援・ご協力をお願いします。

国体推進課（☎63– 9780　 28–9020）

開催期間  平成30年７月26日㈭～８月20日㈪
総合開会式  平成30年８月1日㈬・県営サンアリーナ

　日本の文化をテーマとした講演の後、神宮の森の持つ意
味に迫ったドキュメンタリー映画「うみやまあひだ」を上映し、
映画の鑑賞後、監督の宮澤正明さんらによるパネルディスカッ
ションを行いました。映画の上映や活発な意見交換を通して、
伊勢の文化への共感と理解を得ることができました。
　また、レセプション（歓迎会）には、在ロサンゼルス日本
国総領事館総領事も参加し、伊勢の魅力について、さまざま
な視点から情報交換をしました。会場には写真家でもある宮
澤さんが撮影した伊勢の写真を展示したほか、伊勢の菓子・
海
の り

苔・地ビールなどを味わってもらい、現地の参加者にも大
好評でした。伊勢市役所観光情報　facebook 検 索

4月21日㈮
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毎
年
６
～
10
月
は
、
梅
雨
や
台
風
に
よ
る
集
中
豪
雨

な
ど
が
発
生
し
や
す
く
、
低
い
土
地
で
の
浸
水
や
河
川
の
増
水
、

土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　
自
ら
気
象
情
報
や
避
難
情
報
を
入
手
し
、
早
め
の
対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

危
機
管
理
課
（
☎
21

－

５
５
２
３　

20

－

３
１
５
１
）

出
水
期
に
備
え
て

早
め
の
対
策
を
！

災害・避難情報を積極的に集めよう！

伊勢市防災総合システム
◆防災行政無線放送

市内に設置した屋外スピーカーから放送します。

◆防災メール
防災行政無線の放送内容と火災情
報、防犯情報を、登録したメール
アドレスへ配信します。
＜登録用 URL ＞
携帯電話用　https://service.sugumail.com/ise
パソコン用　https://service.sugumail.com/ise/html

◆防災行政無線電話サービス
防災行政無線の放送内容を、電話で確認できます。
フリーダイヤル（市内）　☎ 0120 ー 64 ー 3151
市外からの電話・携帯電話・PHS　☎ 0596ー20ー3174（有料）

◆防災 FAX サービス
防災行政無線の放送内容を、登録されたファクス
番号へ通知します。登録方法は、危機管理課に問
い合わせてください。

◆ケーブルテレビ・ホームページ
防災行政無線の放送内容を、ケーブルテレビ行政
チャンネルと市のホームページでお知らせします。

◆緊急速報メール
避難情報、津波注意報・津波警報、国民保護情報
などの情報を、NTT ドコモ、au、ソフトバンク
などの対応機種へ配信します。

登録用二次元コード

▲

　市が避難情報を発令したり、自主避難所を開設したり
する場合は、伊勢市防災総合システムでお知らせします。

■自主避難所
　自主避難とは、市が発令する避難勧告などの避難情
報によるものではなく、自分の判断で避難することで
す。市民の皆さんが自主避難できる場所（自主避難所）
は下記のとおりで、開設する場合には防災行政無線放
送などでお知らせします。

■災害対策本部を防災センターに設置します
　本庁舎の改修工事に伴い、工事の完了まで災害対策
本部を設置する場合、伊勢市防災センター（倉田山公
園内）で業務を行います。なお、電話・ファクスなど
の連絡先については、現在の番号を自動転送で対応し
ますので変更ありません。

■伊勢宮川中学校の避難場所利用について
　伊勢宮川中学校の完成に伴い、災害時に避難所とし
て開設した場合、利用できるようになりました。

■避難情報の種類と内容
　平成 28 年の台風 10 号の水害では岩手県の高齢者施設が被災し、多くの人
が逃げ遅れました。これを受けて国が避難情報の名称を変更しました。

◦進修小学校
◦佐八小学校
◦神社小学校
◦豊浜中学校
◦北浜小学校
◦城田小学校

自主避難所一覧 ◦上野小学校
◦しごうこども園
◦いせトピア
◦二見老人福祉センター
◦宮本地区コミュニティセンター
◦シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢
　（観光文化会館）

◦福祉健康センター
◦小俣保健センター
◦ハートプラザみその

茨城県鬼怒川氾濫写真（平成 27 年）
出典：国土交通省ホームページ

避難準備・
高齢者等避難開始 避難勧告 避難指示

（緊急）

避難勧告や避難指示
（緊急）を発令するこ
とが予想される場合

災害による被害が予想さ
れ、人的被害が発生する
可能性が高まった場合

災害が発生するなど状況がさ
らに悪化し、人的被害の危険
性が非常に高まった場合

◦いつでも避難ができるよう準備
をしましょう。身の危険を感じ
る人は、避難を開始しましょう。

◦避難に時間を要する人（高齢者、
障がい者、乳幼児を連れている
人など）は避難を開始しましょう。

◦避難場所へ避難を
しましょう。

◦まだ避難していない場合
は、直ちにその場から避
難をしましょう。

◦外が危険と判断した場合
は、屋内で安全確保して
ください。
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新たに作成された図は以下となります

維持課（☎21– 5589　 21–5585）

宮川の洪水浸水想定区域図
国土交通省が新しく作り直しました

●国（三重河川国道事務所）のホームページにも掲載しています
http://www.cbr.mlit.go.jp/mie/river/inundation/index_miyagawa.html

　近年、全国的に予想を上回る降雨による水害が頻発しています。被害を最小限にするためには、
平時より水害リスクを認識した上で、洪水時の氾濫箇所および浸水箇所についての正確な情報を
知っていただくことが重要です。
　これらのことを受けて「水防法」が改正されました。この法律の改正に伴い、宮川で洪水氾濫な
どが発生した場合に、浸水が想定される区域と深さを示した「洪水浸水想定区域図」などが新たな
基準で作成されました。

　上記の図は、危機管理課、維持課（旧消防本部・２階）、消防課、各総合支所生活福祉課、
城田・豊浜・北浜・大湊・神社・浜郷・宮本支所などで確認できます。

❶洪水浸水想定区域図 （想定最大規模：12時間で519mm）
想定し得る最大規模の雨が降った場合の浸水の深さを示した図

❷洪水浸水想定区域図 （計画規模：12時間で381mm）
計画規模（堤防を造るときの目安）の雨が降った場合の浸水の深さを示した図

❸洪水浸水想定区域図 （浸水継続時間）
浸水の継続時間を示した図

（想定し得る最大規模の雨が降った場合）

❹家屋倒壊等氾濫想定区域図 （氾濫流）
家屋の倒壊などをもたらすような激しい氾濫流が想定される区域を示した図

（想定し得る最大規模の雨が降った場合）

❺家屋倒壊等氾濫想定区域図 （河岸侵食）
家屋の倒壊などをもたらすような河岸の侵食が想定される区域を示した図

（想定し得る最大規模の雨が降った場合）

洪水浸水想定区域図　宮川 検 索

確認方法
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新規追加

新規追加

新規追加

新規追加

更　　新

浸水の深さなどを知り、
いざという時の
　備えの参考と

　　してください。



・
福
祉
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
と
き

・
進
級
・
進
学
・
就
職
な
ど
新

し
い
環
境
に
変
わ
る
と
き

・
関
係
機
関
な
ど
の
相
談
や
支

援
を
受
け
る
と
き　
な
ど

　
関
係
す
る
人
た
ち
に
パ
ー
ソ

ナ
ル
カ
ル
テ
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
の
今
ま
で
の
成
長

や
様
子
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
周
り
の
人
や
環
境
が
変
わ
っ

　
伊
勢
市
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族

を
支
え
る
た
め
に
、
各
構
成
機

関
が
連
携
し
て
、
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
に
つ

い
て
、
問
題
解
決
に
向
け
た
お

手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
虐
待
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
通
告（
連
絡
）し

て
く
だ
さ
い
。
早
期
発
見
・
対

応
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
そ

の
家
族
を
救
う
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

構
成
機
関

　
市
役
所
、
児
童
相
談
所
、
警

察
署
、教
育
委
員
会
、保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員　
な
ど

　
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ル
テ
」
と

は
、
発
達
を
は
じ
め
と
す
る
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
、

安
心
し
て
継
続
し
た
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
の
状

態
や
支
援
の
情
報
を
ス
ム
ー
ズ

に
引
き
継
ぐ
た
め
の
情
報
を
一

冊
に
ま
と
め
た
フ
ァ
イ
ル
で
す
。

　
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ル
テ
は
、
保

護
者
や
本
人
が
作
成・記
入
し
、

保
管
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
、

学
校
や
教
育
相
談
な
ど
で
の
情

報
を
書
く
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ペ
ー
ジ
に
得
意

な
こ
と
や
知
っ
て
お
い
て
ほ
し

い
こ
と
な
ど
を
書
く
こ
と
で
、

子
ど
も
の
で
き
る
こ
と
や
こ
れ

ま
で
の
支
援
の
経
過
な
ど
必
要

な
情
報
を
相
談
・
支
援
機
関
と

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

て
も
情
報
が
適
切
に
引
き
継
が

れ
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
説

明
が
容
易
に
な
り
、
正
確
に
情

報
を
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
利
点

が
あ
り
ま
す
。

伊
勢
市
子
ど
も
家
庭

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ル
テ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
21

－

５
７
１
６　

21

－

５
５
５
５
）

こ
ど
も
発
達
支
援
室（
☎
63

－

５
４
４
４　

27

－

０
０
５
８
）
︹
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・
３
階
︺

■家庭児童相談・児童虐待通告
◦こども家庭相談センター （伊勢市子ども家庭支援ネットワーク事務局）
　☎21ー5709（相談専用）
■緊急時の児童虐待通告
◦児童相談所全国共通ダイヤル

　（最寄りの児童相談所につながります）

◦三重県中勢児童相談所 
　☎059ー231ー5901
◦伊勢警察署
　☎20ー0110

◆福祉健康センター
　こども発達支援室…………（☎63–5444　 27–0058）
　健康課………………………（☎27–2435　 21–0683）
◆市役所本庁舎
　高齢・障がい福祉課…………（☎21–5558　 20–8555）
　こども家庭相談センター…（☎21–5716　 21–5555）
◆小俣総合支所
　学校教育課…………………（☎22–7881　 23–8641）
※市のホームページにも掲載しています。 パーソナルカルテ 伊勢 検 索

書き方などで不明なことがあれ
ば、気軽にこども発達支援室に
お問い合わせください。

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ル
テ
の
中
身

ど
ん
な
と
き
に
活
用
す
る
の
？

ど
う
や
っ
て
活
用
す
る
の
？

伊勢市版「パーソナルカルテ」は次の場所で配布しています
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予算額（妊娠・出産包括支援事業）1,430 万（国・県交付金収入あり）

妊娠 出産 子育て
妊娠届

子育て相談

パパとママの教室
（沐浴体験）

赤ちゃん訪問 離乳食教室

妊婦健診 10カ月児健診４カ月児健診
新生児聴覚
スクリーニング
検査費助成事業

妊婦歯科健診
予  防  接  種

おっぱい相談会

保健師・助産師による相談

ママ☆ほっとテラス（子育て世代包括支援センター）

関
機
療
医

産後ケア
（宿泊・通所・訪問）

おめでとうコール
ママ安心サポートプラン

　市では、安心して妊娠・出産・子育てができるよう、妊娠期から途切れのない支援を行う、「ママ安
心サポートいせ」の取り組みを進めています。
　中央保健センター（福祉健康センター・２階）を拠点に母子保健コーディネーター（保健師）や助
産師を中心としたスタッフが、お母さんの心配事や不安の解消のためのサポートをしています。

健康課（☎27–2435　 21–0683）

～伊勢のお母さんの安心子育てをお手伝いします～

ママ安心サポートいせ

ママ★ほっとテラス
（子育て世代包括支援センター）

　妊娠中や産後のお母さんが気軽に立ち寄り、相談が
できる場所です。中央保健センター（福祉健康センター・
２階）にあり、母子保健コーディネーター（保健師）
や助産師に相談ができます。

開設日時
月曜～金曜日、９時～ 17時
（土・日曜日・祝日・年末年始は休み）

母子保健コーディネーターによる相談や各種サービス紹
介、関係機関との調整など、途切れのない支援をします。

こんなことを行っています！
●妊娠や出産・母乳・育児などに関する相談への対応

妊娠中の人や産後のお母さんを対象に、助産師が個別相
談をします。（要予約）

●おっぱい相談会（毎週木曜日、10時～12時）

妊娠中の人や産後のお
母さんが集まり、交流
できる場所です。

●おしゃべりタイム
　（毎週水曜日、10時～12時）

おめでとうコール
　産後２～３週目
の時期に助産師が
電話をします。
　「なんで泣くのか
分からない」「哺乳
量は大丈夫かな」など、育児で分からな
いことや不安なこと、お母さんの体調な
ど、いろいろなお話を聞かせてください。

赤ちゃん訪問
　生後１～２カ月ごろに、保健師や助
産師が家庭訪問し、赤ちゃんの身体計
測や育児の相談に応じます。赤ちゃん
の成長を一緒に見守っていきましょう。

〈母子保健相談支援事業〉
　母子健康手帳交付時に、母子保健コーディネーター
が面接し、健康管理を中心としたお母さんと赤ちゃん
の安心スケジュールを、一緒に確認します。
　また、お母さんの心配事や不安などに関し、各種サー
ビス紹介や関係機関とのコーディネートをします。

〈産後ケア事業〉
　産後に家族などから支援がなく、育児の不安が強いお
母さんを対象とします。産科医療機関などへの宿泊や
通所などを通じて、出産直後のお母さんと赤ちゃんの
相談や支援を行います。利用するためには事前に申請
が必要です。詳しくは、健康課へ問い合わせてください。

※健康課では、他にも、初妊婦の人を対象に「パパとママ
　の教室（沐

もくよく

浴体験）」、出産後は「離乳食教室」「子育て相
　談」などを実施しています。妊娠中・子育て中のお母さ
　んは、一人で悩みを抱えず、気軽に相談してください。

「ママ安心サポートいせ」では、
このようなことも行っています！

い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
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緊
急
事
態
発
生
時
に
迅
速
か

つ
適
切
に
対
処
で
き
る
よ
う
、

緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し
ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯

の
人
で
、
病
状
お
よ
び
日
常
生

活
動
作
に
支
障
が
あ
り
、
近
隣

に
扶
養
義
務
者
が
い
な
い
人

利
用
料
金　
通
話
料
全
額
、
装

置
レ
ン
タ
ル
料
（
市
民
税
の
課

税
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

※�

親
族
な
ど
の
協
力
者
が
必
要

で
す
。

　
訪
問
に
よ
る
理
美
容
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯

の
人
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
人
、
下
肢
ま
た
は
体
幹
障

が
い
１・
２
級
の
人
、
内
部
障

が
い
１
級
の
人
で
、
寝
た
き
り

の
状
態
の
た
め
理
美
容
店
へ
行

く
こ
と
が
困
難
な
人

助
成
額　
１
回
に
つ
き
１
０
０

０
円
（
技
術
料
は
全
額
自
己
負

担
）

利
用
回
数　
年
12
回
ま
で
（
申

請
時
期
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
食

事
を
届
け
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
と
と
も
に
、
安
否
確
認
を

行
い
ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、

老
衰
、
心
身
の
障
が
い
、
傷
病

な
ど
に
よ
り
食
事
の
確
保
が
困

難
な
世
帯
の
人

利
用
料
金　
１
食
（
普
通
食
）
に

つ
き
３
０
０
円

利
用
回
数　
週
３
回
ま
で

（
平
日
の
昼
食
の
み
）

　
在
宅
介
護
の
総
合
的
な
相
談

に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
る

の
を
予
防
し
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
自
立
し
た
生
活
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス

❶
緊
急
通
報
体
制
等

整
備
事
業

❷
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

❹
「
食
」の
自
立
支
援
事
業

❺
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

❸
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

配
備
事
業

　
自
宅
で
の
万
が
一
の
事
態
に

備
え
る
た
め
、
医
療
情
報
や
緊

急
連
絡
先
な
ど
を
書
い
た
用
紙

を
専
用
の
容
器
に
入
れ
て
自
宅

に
保
管
し
て
お
く
た
め
の
キ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
す
。
緊
急
時
に

は
、
救
急
隊
員
が
そ
の
情
報
を

活
用
し
ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な

ど
の
人
、
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
な
ど

❶　
　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
☎
21

－

５
５
５
９
）

❷
・
❸ 

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課
福
祉
支
援
係
（
☎
21

－

５
５
７
５
）

❹　
　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
地
域
連
携
係
（
☎
21

－

５
６
１
１
）

❺　
　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
包
括
支
援
係
（
☎
21

－

５
５
８
３
）

 

フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
こ
ち
ら
へ
（

20

－

８
５
５
５
）

問
い
合
わ
せ
先

名　　称 住　　所 電話番号 FAX
神路園 二俣町 577ー9 22ー6012 22ー6011
双寿園 河崎 3丁目 15ー33� 23ー9231 23ー9227
白百合園 上地町 3130 27ー1511 27ー2188
正邦苑 村松町 3294ー1 38ー1800 37ー7488
山咲苑 楠部町 2605ー13� 23ー8000 63ー8200
楽寿苑 馬瀬町 1065� 31ー0050 36ー6188
みなと 神社港 262ー1� 35ー0811 35ー0812
二見ふれあいプラザ 二見町茶屋 456ー2� 43ー4423 43ー4427
小俣 小俣町元町 536� 27ー1155 27ー0570

在宅介護支援センター

緊急通報装置

救急医療情報キット

 

予
算
額　

３
９
６
万
５
千
円

 

予
算
額　

13
万
３
千
円

 

予
算
額　

62
万
７
千
円

 

予
算
額　

７
７
６
万
６
千
円

 

予
算
額　

６
７
８
万
６
千
円
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生活に困窮したら相談を

生
活
保
護
の
目
的

　
生
活
保
護
制
度
は
、
憲
法
第

25
条
で
定
め
る
生
存
権
に
基
づ

き
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人

に
対
し
て
必
要
な
保
護
を
行
い
、

か
つ
積
極
的
な
自
立
を
促
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
を
受
け
る
要
件
な
ど

　
売
却
で
き
る
物
が
あ
れ
ば
そ

れ
を
売
却
し
て
生
活
費
に
充
て
、

働
け
る
場
合
は
働
く
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
資
産
や
能
力
を
活
用
し
、

ま
た
、
年
金
・
手
当
な
ど
の
公

的
給
付
を
受
け
、
民
法
で
定
め

る
扶
養
義
務
者
に
よ
る
扶
養
を

優
先
さ
せ
て
も
、
な
お
最
低
限

度
の
生
活
を
維
持
で
き
な
い
場

合
に
、
生
活
保
護
が
必
要
と
判

断
さ
れ
ま
す
。

給
付
さ
れ
る
保
護
費

　
保
護
費
は
世
帯
単
位
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

　
国
が
定
め
る
保
護
基
準
額（
最

低
生
活
費
）
と
、
世
帯
全
員
の

公
的
給
付
・
仕
送
り
・
控
除
分

を
除
く
給
料
な
ど
の
収
入
合
計

額
の
差
額
が
、
保
護
費
と
し
て

給
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
身
体

の
状
況
や
収
入
の
状
況
に
よ
り
、

給
付
額
が
変
わ
り
ま
す
。

生
活
保
護
中
の
義
務
や
指
導

　
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
保
障
の
た
め
の
「
経
済

的
支
援
」
と
、
就
労
や
社
会
参

画
促
進
な
ど
の
「
自
立
支
援
」

が
、
生
活
保
護
制
度
の
両
輪
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
保
護
受
給
者
の
生
活
上

の
義
務
と
し
て
「
常
に
、
能
力

に
応
じ
て
勤
労
に
励
み
、
自
ら

健
康
の
保
持
及
び
増
進
に
努
め
、

収
入
、
支
出
そ
の
他
生
計
の
状

況
を
適
切
に
把
握
す
る
と
と
も

に
支
出
の
節
約
を
図
り
、
そ
の

他
生
活
の
維
持
及
び
向
上
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
法

律
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
担

当
職
員
が
健
康
状
態
や
生
活
環

境
を
確
認
し
、
相
談
に
乗
り
な

が
ら
、必
要
な
支
援
や
、指
導・

指
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
働
け
る
人
が
働
か
ず
に
生
活

保
護
を
受
け
続
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
就
労
に
向
け
た
支

援
を
受
け
、
そ
れ
で
も
働
こ
う

と
し
な
い
場
合
は
、
保
護
が
停

止
・
廃
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
収
入
、
支
出
そ
の

他
生
計
の
状
況
に
つ
い
て
変
動

が
あ
っ
た
と
き
は
、
す
み
や
か

に
福
祉
事
務
所
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
お

り
、
高
校
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
も

収
入
申
告
義
務
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
間

は
、
自
動
車
の
保
有
・
使
用
は

基
本
的
に
制
限
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
借
金
で
生
活
が
困
窮
し
て

い
る
場
合
は
、
保
護
費
を
返
済

に
充
て
る
と
生
活
が
で
き
な
い

た
め
、
債
務
整
理
な
ど
を
促
さ

れ
ま
す
。

　
通
報
ま
た
は
訪
問
調
査
で
不

正
行
為
の
疑
義
が
あ
る
と
き
は
、

事
実
関
係
を
調
査
し
、
不
正
が

あ
っ
た
場
合
は
保
護
費
の
返
還

を
求
め
、
保
護
の
停
廃
止
や
告

訴
・
告
発
も
含
め
、
再
発
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

生活保護に関すること、生活保護申請の手続き…
生活支援課支援第一係・支援第二係

（☎21－5556　 21－5555）
生活困窮者自立支援制度、医療券・介護券に関すること…
生活支援課生活支援係

（☎21－5538　 21－5555）
生活や福祉に関する困り事の相談支援など…
伊勢市生活サポートセンター「あゆみ」

（☎63－5224　 27－2415）

生活保護制度生活保護制度

　いせライフセーフティネット事業（伊勢市社会福祉協議会へ委
託）の一つとして、４月から福祉健康センター・１階に「伊勢市生
活サポートセンター『あゆみ』」を開設しました。
　相談支援員にはコミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）を
配置し、生活に困り事や心配事がある人に寄り添い、地域の皆
さんや関係機関と連携して支援を行います。
　生活や福祉に関する困り事など、どこへ相談したらよいか分か
らないときは、一人で悩まず｢あゆみ」に、気軽に相談してください。

伊勢市生活サポートセンター「あゆみ」
福祉健康センター・１階（八日市場町13－1）

（☎63－5224　 27－2415）

生活に関する困り事は相談を

伊勢市生活
サポートセンター
｢あゆみ」
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建物の所有者の財産

配水管
給水管

止水栓

メーターボックス

水道メーター
（市からの貸与品）

道路 宅地

　

住
宅
の
新
築・建
て
替
え・解

体
な
ど
に
伴
う
水
道
施
設
の
新

設・改
造・撤
去
や
、受
水
槽
の

設
置
・
撤
去
、
ま
た
、
受
水
槽

で
の
一
括
メ
ー
タ
ー
か
ら
各
部

屋
個
別
の
メ
ー
タ
ー
へ
の
変
更

な
ど
の
場
合
は
、
市
へ
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。必
ず
、市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
委

任
し
、申
し
込
み
を
し
た
上
で
、

工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
将
来
に
わ
た
り
地

震
な
ど
の
災
害
に
強
い
水
道
づ

く
り
を
目
指
し
、
水
道
管
布
設

工
事
の
際
に
は
、
耐
震
性
が
高

い
水
道
管
（
耐
震
管
）
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
老
朽
化
し

た
水
道
管
の
更
新
整
備
も
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
へ
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
配
水
管
の
分
岐
部
か
ら
蛇
口

ま
で
の
水
道
施
設
（
給
水
管
、

止
水
栓
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

〔
水
道
メ
ー
タ
ー
を
除
く
〕
な

ど
）
は
建
物
の
所
有
者
の
財
産

で
す
。
こ
の
た
め
、
水
道
施
設

の
新
設
、
改
造
、
修
繕
、
維
持

管
理
は
、
建
物
の
所
有
者
が
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
、

受
水
槽
を
通
じ
て
給
水
し
て
い

る
場
合
は
、
受
水
槽
か
ら
蛇
口

ま
で
の
水
質
管
理
は
、
建
物
の

所
有
者
ま
た
は
管
理
者
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ

も
、
き
れ
い
な
水
を
使
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
年
1
回
は
受
水

槽
の
清
掃
・
点
検
を
し
て
く
だ

さ
い
。

「
あ
た
り
ま
え  

そ
ん
な
み
ず
こ
そ  

た
か
ら
も
の
」 （
平
成
29
年
度 

全
国
標
語
）

水
道
管
の
耐
震
化
を

進
め
て
い
ま
す

宅
地
内
の
水
道
施
設
の

維
持
管
理

　水道料金のお支払いは、便利な
口座振替をご利用ください。
　納入通知書による金融機関やコン
ビニエンスストアでのお支払いや、
クレジットカードも利用できます。
　詳しくは、料金課へ問い合わせて
ください。

水道料金のお支払い

◦水道の使用開始・中止、検針、水道料金について ……… 料金課　　　　　（☎ 42 ー 1501　 42 ー 1543）
◦給水装置工事の申し込み、改造届け出について ………… 上水道課給水係　　（☎ 42 ー 1509　 42 ー 1540）
◦水道管の耐震化について …………………………………… 上水道課建設係　　（☎ 42 ー 1508　 42 ー 1540）
◦道路面漏水修繕、水道メーターについて ………………… 上水道課維持係　　（☎ 42 ー 1512　 42 ー 1540）
◦水質について ………………………………………………… 上水道課水源係　　（☎ 23 ー 3360　 23 ー 3461）
◦夜間・休日の道路面漏水について ………………………… 水道管理センター（☎ 23 ー 3360　 23 ー 3461）

問い合わせ先

送配水管の総延長（A） 864.7km

送配水管の耐震化総延長（B） 119.3km

送配水管の耐震化率（B/A） 13.8％

送配水管※の耐震化整備状況（平成27年度末現在）

※送配水管…浄水場→配水場→各家庭へ水を送り届ける
管のこと。

水
道 週 間

６
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬
は「
水
道
週
間
」で
す

　平成 28 年度に行った水質検査で
は、市内の各水源地・配水場におい
て、全ての検査日・検査項目で水質
基準に適合していました。
　なお、詳細については市のホーム
ページで確認してください。

水質検査結果のお知らせ

水質検査結果　伊勢市 検 索
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予算額　（水道施設・水道管などの維持管理経費〔県営水道の受水費を含む〕）25億 3,500 万円



入居者を募集する市営住宅
市営住宅	 【家賃月額：9,700 円～ 47,400 円（団地や入居世帯の所得により異なります）】

※１		PC…コンクリート版プレハブ造り、RC…鉄筋コンクリート造り
※２		一之木第 2団地を除く各団地に駐車場（有料・1台のみ駐車可能）があります。　　※全ての団地に風呂があります。

団 　 地 建設年度 構造（※ 1） 部屋数 階 数 給 湯 トイレ エレ
ベーター

駐車場
（※ 2）

募集
戸数

単身
入居

一之木第 2（一之木 4 丁目） 昭和 60 PC3階建 3DK 2階 無 水洗 無 無 1戸 ×

浦口団地（浦口 4 丁目） 平成 6 RC3階建 2DK 1階 有 水洗 無 有 1戸 ○

浦口団地（浦口 4 丁目） 平成 5 RC3階建
3DK 1階 有 水洗 無 有 1戸 ×

3DK 3階 有 水洗 無 有 1戸 ×

二俣団地（二俣 3 丁目） 平成 16 RC4階建 2DK 4階 有 水洗 有 有 1戸 ○

万所団地（辻久留 3 丁目） 平成 11 RC3階建
2DK 1階 有 水洗 無 有 1戸 ○

3DK 3階 有 水洗 無 有 1戸 ×

竹ヶ鼻第 1 団地（竹ヶ鼻町） 平成 7 RC4階建 3DK 1階 有 水洗 無 有 1戸 ×

竹ヶ鼻第 1 団地（竹ヶ鼻町） 平成 8 RC4階建 3DK 4階 有 水洗 無 有 1戸 ×

大湊団地（大湊町） 昭和 48 PC3階建 3K 1階 無 水洗 無 有 1戸 ○

旭団地（旭町） 平成 9 RC4階建 2DK 2階 有 水洗 無 有 1戸 ○

旭団地（旭町） 平成 10 RC3階建 3DK 3階 有 水洗 無 有 1戸 ×

市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

建
築
住
宅
課
（
☎
21

－

5
5
9
6
　
21

－

5
5
8
5
）

伊
勢
市
営
住
宅
等
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　 

（
☎
63

－

8
3
7
9
　
63

－

8
3
9
1
）

募
集
団
地　
下
表
の
と
お
り

申
し
込
み
資
格　
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
人

・	

市
内
に
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所
ま
た
は
勤
務
先

が
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り
、住
宅
に
困
っ
て
い
る

・	

市
区
町
村
税
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完
納
し
て
い

る
・	

本
人
お
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同
居
親
族
が
暴

力
団
員
で
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・	
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（
高

齢
者
・
身
体
障
が
い
者
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ど
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単
身
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入
居
で
き
る
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が
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）

・	

収
入
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準
月
額
が
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万
８
０

０
０
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就
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前
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子
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世
帯
・
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齢
者
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帯
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者
世
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額
21
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０
０
０
円
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）

で
あ
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※		

他
の
要
件
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　

	

申
し
込
み
案
内
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　
６
月
２
日
㈮
～
15

日
㈭
、
8
時
～
17
時
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
、
月
曜
日
は
19
時

ま
で
）に
、
申
込
用
紙
と
必
要

書
類
を
伊
勢
市
営
住
宅
等
管
理

事
務
所
へ

※	

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※	

世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
必
要

書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
同
管
理
事
務
所
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

申
込
用
紙
・
申
し
込
み
案
内

は
、申
込
期
間
中
に
同
管
理

事
務
所
で
配
布
し
ま
す
。

※	

契
約
の
際
に
、
連
帯
保
証
人

が
２
人
必
要
で
す
。

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

響
ホ
ー
ル
伊
勢

近
鉄
宇
治
山
田
駅

伊勢市営住宅等管理事務所
（吹上２丁目 8-23）

JR 線

（
観
光
文
化
会
館
）

広
告
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☎ 29－3900
29－3902

開館時間　９時～ 19時
休 館 日　毎週火曜日、第２金曜日

おはなし会
①赤ちゃんおはなし会　６月８日㈭、11時～
②たんぽぽおはなし会　６月10日㈯、15時～
③ピッポの会・紙芝居　６月18日㈰、11時～
※�①今回は２階・会議室で行い、保健師による子育て
ワンポイントアドバイスもあります。②③は１階・
おはなしのへやで行います。

上映会
時�６月17日㈯、14時～
所�２階・視聴覚室
内�「君が僕の息子について教えてくれたこと」（ドキュ
メンタリー、59分）

図書館おはなし会＆工作
時�６月24日㈯、15時～
所�１階・おはなしのへや
対�３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内�お話の後、七夕にちなんだ工作をします

「平山郁夫」原画タペストリー展
時�６月10日㈯～ 30日㈮、９時～ 19時（最終日は
15時まで）
所�２階・ギャラリー
内�日本画家・平山郁夫さんの指導・監修を受けて制作
されたタペストリー（壁掛けなどに使われる織物の一
種）の展示

伊勢志摩の自然と神話
時�６月18日㈰、14時～　所�２階・会議室
対�高校生以上
内�伊勢の神話について、神話学が専門の先生に
分かりやすく教えていただきます
講師 �橋本雅之さん(皇學館大学文学研究科教授)
定�30人
申�６月３日㈯・９時から、直接・電話で同館へ

ゆかたで変身！
～親と子の着付け教室～
時�７月９日㈰、14時～ 15時30分　所�２階・会議室
対�小学生以下の子どもとその保護者
内�子どもへの浴衣の着付け方を学びます。子ども用
浴衣を持参してください
講師 �中村浩代さん（伊勢文化サークル協会小俣支部き
もの着付サークル）
定�15組（先着順）
申�６月10日㈯・９時から、直接・電話で同館へ

H
ハ ロ ー
ello!! E

イングリッシュ
nglish

～英語えほんおはなし会～
時�６月３日㈯、15時～　所�１階・おはなしのへや
内�図書館スタッフによる英語を楽しむおはなし会です。
簡単な英語絵本を英語と日本語で読み聞かせします。
英語の手遊び歌もします

ムシのおはなし会
時�６月４日㈰、15時～　所�１階・おはなしのへや
内�６月４日を64（ムシ）の語呂合わせとかけて、ム
シが出てくるお話の読み聞かせと手遊び歌をします

小俣図書館

七夕コーナー
七夕コーナーを設置します。短冊に願い事を書いてみませんか。
時�６月23日㈮～７月７日㈮

両館共通

広
告

Pick up!
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時とき　所ところ　対対象　内内容　定定員　申申し込み

☎ 21－0077
21－0078

開館時間　９時～ 19時
休 館 日　毎週水曜日、第２金曜日

６月５日㈪～ 14日㈬は特別整理期間のため休館

おはなし会
時�毎週土曜日、14時30分～（６月10日を除く）
所�１階・おはなしコーナー
内�絵本や紙芝居などの読み聞かせ

あかちゃんえほんのじかん
時�６月22日㈭、11時～
所�２階・視聴覚室
内�赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊びなど

上映会
時�６月４日㈰、13時30分～
所�２階・視聴覚室
内�「ドルフィンブルー ―フジ、もういちど宙

そら

へ―」（105分）

たなばた星まつり
～キラキラ星の風鈴をつくろう～
時�７月２日㈰、14時30分～
所�２階・視聴覚室
対�小学生（就学前の子どもは保護者同伴で参加可）
内�七夕にちなんだお話を読んだ後、キラキラ星の風鈴
を作ります
定�15人（先着順）
申�６月18日㈰･９時
から、直接・電話・ファ
クスで同館へ

としょかん研究所開設
キミも未来の科学者だ!?
　みんなで簡単な実験をするよ！予想どおりになるの
かな？としょかんは調べる場所？…いやいや実験もでき
ます。さあ！！「としょかん研究所」で楽しく実験しよう！
時�
◆１日目「研究所開設」…７月17日㈷、①たまご研
究員コース…13時30分～ 15時30分・②ひよこ研
究員コース…13時30分～ 16時30分
◆２日目「実験開始！」…７月23日㈰、①13時～
14時・②14時30分～ 16時30分
所�２階・視聴覚室
対�両日参加できる小学生
� ①たまご研究員コース…小学１・２年生
� ②ひよこ研究員コース…小学３年生以上
内�①ものの浮き沈みのなぞをさぐるよ!!
� ②びっくり！紙のふしぎとなぞをさぐるよ!!
※�研究員全員に「いせとしょかん博士号認定証」をお渡し
します。

定�各９人（先着順）
申�７月１日㈯・９時から、直接・電話・ファクスで同館へ

集まれＹ
ワイ

Ａ
エー

世代
～図書館で女子会“浴衣着付け教室”～
　浴衣の畳み方から着付けまでを学べる、中学生から
20代の女性を対象とした初心者講座です。今年の夏は
自分で浴衣の着付けをしてお出掛けしてみませんか？
時�７月１日㈯、14時～
所�２階・視聴覚室
対�浴衣を１人で着ることができない中学生～ 20代の女性
定�６人（先着順）
持ち物 �浴衣や帯など着付けに必要な物
※詳細は伊勢図書館へ問い合わせてください。
申�６月17日㈯・９時から、直接・電話・ファクスで
同館へ

伊勢図書館

指定管理委託料　１億2,445万８千円
入館者数　約44万６千人（平成28年度）図図書書館館 行こう！行こう！へへ

広
告

私たちにお任せください！私たちにお任せください！
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第95号

伊勢市社会福祉協議会（☎20－8610　 20－8617）
 iseshakyo-honsyo@mie.email.ne.jp
 http://ise-shakyo.jp

問い合わせ先
社会福祉法人 伊勢市社会福祉協議会
本　　所　御薗町長屋2767
　　　　　☎20－8610  20－8617
伊勢支所　八日市場町13－1
　　　　　☎27－2425  27－2412
二見支所　二見町茶屋456－2
　　　　　☎43－5551  43－4427
小俣支所　小俣町元町536
　　　　　☎27－0509  27－0570
御薗支所　御薗町長屋2767
　　　　　☎22－6617  22－6604
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三世代交流事業
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福
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携
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⑷
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⑹
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３
月
29
日
の
理
事
会
評
議
員
会
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
の
事

業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

生活サポートセンター
「あゆみ」
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　触れ合いヨガレッスン
で、赤ちゃんの心身の
健やかな発育を促し、
親子の絆を深める講座
です。

と　き　�①６月21日㈬･28日㈬、②７月５日㈬･12
日㈬、10時30分～11時（全２回）

ところ　中央児童センター
対　象　�歩き始めていない赤ちゃん（生後３カ月～１

歳未満）と、市内に在住または通勤してい
るその保護者

講　師　�①河本千裕さん、②田端由紀さん
　　　　（①②ともヨガスタジオプラーナ講師）
定　員　各15組（先着順）
参加費　100円
持ち物　バスタオル、フェースタオル
申し込み　�６月１日㈭～15日㈭・９時～17時に、

直接または電話で中央児童センターへ

※月曜日は休館日のため申し込みできません。
※申込時に希望日（①または②）をお伝えください。

中央児童センター
八日市場町13－１〔福祉健康センター・３階〕
☎27－2422　 27－2412
※休館日：月曜日･祝日の翌日

申し込み・
問い合わせ先
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伊勢市社会福祉協議会 平成29年度予算
収入 （千円）
会費収入 7,183�
寄附金収入 1,110�
経常経費補助金収入 14,973�
受託金収入 219,200�
貸付事業収入 820�
事業収入 8,918�
負担金収入 102,964�
介護保険事業収入 354,203�
保育事業収入 5,244�
就労支援事業収入 5,669�
障害福祉サービス等
事業収入 232,685�

生きがい事業収入 4�
受取利息配当金収入 2,073�
その他の収入 2,807�
施設整備等補助金収入 4,181�
前年度繰越金 178,214�

合　計 1,140,248

支出 （千円）
人件費支出 759,809�
事業費支出 114,985�
事務費支出 130,694�
就労支援事業支出 6,272�
貸付事業支出 800�
共同募金配分金
事業費 14,924�

助成金支出 8,508�
負担金支出 1,370�
その他の支出 304�

固定資産取得支出 7,865�

積立資産支出 15,687�
その他の活動に
よる支出 3�

予備費 79,027�

合　計 1,140,248
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伊勢日常生活自立支援センター
〒516－0078八日市場町13－1
〔福祉健康センター・1階〕
☎20－8618　 27－2412

　高齢者や知的・精神障がいのある人が安心して生活
を送れるよう、福祉サービスを利用するための手続き、
日常的なお金の管理などの支援を行う、日常生活自立
支援事業の生活支援員になるための研修です。

と　き　６月20日㈫･29日㈭、９時～12時（全２回）
ところ　福祉健康センター・１階�日常生活訓練室
対　象　�伊勢市・玉城町・度会町・大紀町在住で、日常生活

自立支援事業に協力する意思があり、両日参加
できる人

内　容　�医師、弁護士、司法書士、社会福祉士、伊勢市
生活サポート支援センター職員などによる７講座

定　員　30人（先着順）
参加費　無料
申し込み　�６月１日㈭～13日㈫に、申込書を直接また

は郵送（当日消印有効）・ファクスで伊勢日常
生活自立支援
センターへ

※�申込書は社会福祉協議会
本所・各支所にあります。
※�当講座を修了した人には
修了証を発行します。

平成29年度 生活支援員養成講座 ベビータッチヨガ講座

生活支援員養成講座

ベビータッチヨガ

食糧支援　フードバンクＩＳＥ…お菓子
寄付　ユニー㈱ピアゴ上地店…42,653円、伊勢碁楽会会長山口英雄…30,000円、匿名
…100,000円、匿名…20,000円、匿名…コミックス、匿名…アクリルたわし、匿名…お
菓子、匿名…ハンドグリッパー

【ご協力をいただいた皆さま】
（敬称略・順不同）

３月16日～４月15日
 ありがとうございました

申し込み・
問い合わせ先
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竹あかりのおまつり
わわわっしょい！ in 伊勢志摩
竹あかりのおまつり in 伊勢志摩実行委員会・岩城さん

（☎ 080－6919－1034）
時�６月１日㈭～３日㈯
※期間中、毎日 18時ごろに点灯式を実施します。
所�外宮前広場�ほか
内�外宮前広場周辺に竹あかりを展示します。

伊勢と第五福竜丸
水爆実験で被災した木造船にかかわった人たち
株式会社ゴーリキ・強力さん

（☎ 090－2615－9766　 36－6003）
時�６月 10日㈯、13:30 ～ 16:00（開場は 13:00）
所�いせ市民活動センター北館（いせシティプラザ）・２階�
多目的ホール
内�今から 63年前、木造の遠洋マグロ漁船だった第五福
竜丸は、マーシャル諸島の水爆実験で被爆し、その後伊
勢で改造されました。このたび、第五福竜丸にゆかりの
深い伊勢で、この船の歴史、核の被害、平和への願いを
伝えるお話と写真パネル展を開催します。
定�200 人（当日先着順）　申�不要

筒音会 尺八演奏会
筒音会・百瀬さん（☎ 24－1900　 27－2464）
時�６月 11日㈰、14:00 ～（開場は 13:30）
所�いせトピア・多目的ホール
内�同会会員による尺八の演奏会

デュオ・エクイノックス
バイオリン＆ギターコンサート
伊勢ギター友の会・西川さん（☎ 090－4868－7367）
時�６月 18日㈰、14:30 ～（開場は 14:00）
所�尾崎咢堂記念館
内�山口美夕鶴さん（バイオリン）とアレクサンドル・
ガラガノフさん（ギター）によるコンサート
料�大人…前売り 1,500 円・当日 2,000 円、小・中学生
…100円（同会会員は無料）
※就学前の子どもは入場できません。

海から始まる物語 IN 2017
NPO 法人故郷の海を愛する会

（☎ 090－7612－2979　 0599－25－8128）
海の博物館見学と海の話
時�７月８日㈯、8:55 ～ 17:20
所�海の博物館（鳥羽市浦村町大吉 1731－68）〔集合場所：
松阪駅前または三重交通鳥羽バスターミナル〕
対�小学５年生～中学生
内�海の博物館の見学と海辺で磯遊びの体験などを行い
ます。　定�60 人（先着順）
料�1,000 円（昼食・飲み物・保険代を含む）
申�７月６日㈭までに、ファクス・Ｅメール（ umiwo�
aisurukai@yahoo.co.jp）で同会へ

JMU津造船所見学と
鳥羽商船高専の練習船で体験航海
時�７月 27日㈭、8:30 ～ 17:10
所�JMU津造船所（津市）～伊勢湾～鳥羽市〔集合場所：
三重交通鳥羽バスターミナルまたは JMU津造船所、解
散場所：鳥羽商船高等専門学校〕
対�小学５年生～中学生
内�JMU津造船所で大型船の建造を見学後、鳥羽商船高等
専門学校の練習船に乗って伊勢湾を体験航海します。
定�60 人（先着順）
料�1,000 円（昼食・飲み物・保険代を含む）
申�７月 25日㈫までに、ファクス・Ｅメール（ umiwo�
aisurukai@yahoo.co.jp）で同会へ

ひらめき☆ときめきサイエンス
鈴鹿工業高等専門学校

（☎ 059－368－1717　 059－387－0338）
時�９月２日㈯・３日㈰、9:00 ～ 17:00
所�鈴鹿工業専門学校・電気電子工学科棟内実験室（鈴
鹿市白子町）
対�中学生
内�シリコン太陽電池を一から作って、太陽電池からの
発電でモーターが回ることを実験します。
定�各日 10人（申し込み多数の場合は抽選）
申�６月１日㈭～７月 24日㈪に、同学校のホームページ
（ http://www.suzuka-ct.ac.jp）から申し込み

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベント
情報を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

時とき　所ところ　対対象　内内容　定定員　料料金　申申し込み
８月１日号＝６月15日㈭　８月15日号＝６月30日㈮掲載申し込み締め切り

イベント掲示板＆みんなの広場
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夏も近づく～ギターの調べ
伊勢市クラシックギターを楽しむ会・広垣さん（☎ 090－5618－4463）
時�６月４日㈰、14:00 ～ 15:30　所�福祉健康センター・１階�日常生活訓練室
内�クラシックギターの演奏会です。「茶つみ」「浜辺の歌」「グラナダ」などを聴いて
いただきます。リコーダーとの重奏もあります。
定�20人　料�前売り700円、当日800円�※収益の一部は災害復興支援に使われます。

水墨画・墨彩画合同作品展
墨遊会、心墨会、友墨会（☎ 090－2778－9071〔友墨会：溝井さん〕）
時�６月８日㈭～ 11日㈰、9:00 ～ 17:00（11日は 16:00 まで）
所�いせトピア・ふれあい広場
内�墨遊会・心墨会・友墨会�合同で会員 41人の作品展。墨の濃淡・ぼかし・和紙
と墨との調和、個性あふれる表現をご覧ください。

認知症の人と家族のつどい
公益社団法人 認知症の人と家族の会 三重県支部 伊勢地区担当

（☎ 20－5155　 20－5165）
時�６月 13日㈫・８月８日㈫・10月 11日㈬、13:30 ～ 15:30
所�福祉健康センター・３階�会議室３
内�同じ悩みを持つ本人、家族同士で情報を交換し、支え合っていきましょう。悩み
などの相談もあります。お気軽にお越しください。　申�不要

認知症サポーター養成講座
認定 NPO 法人ときわ会 藍ちゃんの家（☎ 20－5155　 20－5165）
時�６月 15日㈭、10:00 ～
所�藍ちゃんの家�ホームホスピスいせ�あこや（岡本町３丁目 5－18）
内�認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族を見守る「応援者」である
『認知症サポーター』を養成する講座を開催します。
定�15 人（先着順）　申�６月１日㈭～ 12日㈪に藍ちゃんの家へ

親子で茶道を学びませんか。
長楽会・樋口さん（☎ 24－4052）
時�平成 29年７月～平成 30年１月の日曜日（全 10回）、10:30 ～ 12:00
所�いせトピア・和室、喜々庵（岡本３丁目）
対�３歳以上の子どもと保護者
内�茶室への入り方、抹茶・お菓子のいただき方、点

た

て方などお茶の心、礼儀を正し
く学びます。
定�20 組　料�１回 300円（お茶、お菓子代）　申�６月 10日㈯までに、同会へ

澤村榮治の銅像建立支援のお願い
NPO 法人澤村榮治顕彰会・牧戸さん〔岩戸屋内〕（☎ 23－3188　 28－1322）
伊勢の地で生まれた大投手澤村榮治の偉業を後世まで伝えるため、宇治山田駅前に
澤村榮治の投球フォーム等身大ブロンズ像の建立を計画しています。ご賛同いただ
ける皆様ご支援をお願いします。

　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、
イベント案内や会員募集などに利用できるコーナー
です。参加費などの記載のないものは無料です。

みんなの広場
広
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ケーブルテレビ番組案内ケーブルテレビ番組案内
伊勢市行政チャンネル（123ch）
広報広聴課（☎ 21－5515　 22－9699）
番組制作・放送予算額　2,548万８千円

アイティービーコミュニティチャンネル（121ch）
（株）ZTV 伊勢放送局（☎ 0120－222－505　 27－3854）

特集番組
　市の重要課題や市政に関する情報を、リ
ポーターの進行により担当職員の解説を交
えながらお伝えします。
6/１～30 �いせコレクション〈文化・芸術・
音楽の祭典〉の紹介（16日からは文字解説付き）
放送時間　６時・８時・11時・13時・16時・
18時・21時・23時～

お知らせ番組
　各課からのお知らせや市民活動団体・ボラ
ンティア団体の情報などをお伝えします。（毎
週土曜日更新）
放送時間　７時・９時・12時・14時・17時・
19時・22時・翌日０時～

市議会放送
　市議会６月定例会本会議を、会議があった
日の翌日の14時と19時から放送します。
※�議会終了日の翌々日から再放送（放送時間：
20時～）をします。詳しくは、議会事務局（☎
21－5630　 21－5631）へ問い合わせ
るか、市のホームページをご覧ください。

特別番組「めざせ!!甲子園2017」
　県大会を控え厳しい練習に励む伊勢・鳥羽・南伊勢・志摩地区の硬式野球部
を取材し、選手たちの素顔や試合に臨む意気込み、チームの雰囲気を紹介します。
放送日
◦６/24㈯～ 30㈮　明野・伊勢・伊勢工・宇治山田・宇治山田商
◦７/１㈯～７㈮　英心・皇学館・鳥羽・南伊勢・志摩・水産
放送時間
８時30分・14時 30分・18時 30分・22時 30分～（30分）

アイティービー・トピックス（月・水・金曜日更新）
放送時間　６時・７時・８時・12時・14時・16時・18時・20時・22時～
※毎週日曜日は１週間のニュースをまとめてお伝えします。

企画番組（１日・８日・16日・24日更新）
６/１～７�もっと！水の惑星紀行、年寄万歳～百歳になったら～、伊勢美し
国から①、Z－NAVIGATION、横井三千のお店にGO !、おしえて先生①、
恋舞妓の京都慕情Ⅴ①、ランドスケープ①、ZTVトピックスみえ①、宮川
大助花子の夫婦で笑①、あっこれみよ！①　６/８～15 �歴史街道①、皇學
館大学 TV、ナナちゃんのお店紹介、ZTVトピックスみえ②　６/16～23 �
８ミリフィルムに残る風景、ランドスケープ②、伊勢美し国から②、宮川
インフォメーション、恋舞妓の京都慕情Ⅴ②、おしえて先生②、郷土菜発
見、お店タウンマップいいね！、ZTVトピックスみえ③、宮川大助花子の
夫婦で笑②、あっこれみよ！②　６/24～30 �ぐるぐるグルメ、歴史街道②、
USJで TKO、近場ぐるっとFOODハンター、ZTVトピックスみえ④
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「広報いせ」平成28年６月15日号（10・11ページ）と「広報いせ」1月15日
号（６～９ページ）、または市のホームページをご覧ください。

◦ 本館１階に設置の住民票などの自動交付機は、４月 30 日で廃止しま
した。休日・夜間などの時間外に、住民票などの取得を希望する場合
は、二見・小俣・御薗の各総合支所の自動交付機を利用してください。

◦ 本館１階の百五銀行と ATM（現金自動預払機）は、利用できません。
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面

の
玄
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
工
事
期
間
中
は
、
工
事
の
音
や
駐
車
場
の
制
限
な
ど
に
よ
り
、

近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
や
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●東庁舎地階（本庁舎裏）

23 22広報いせ 平成29年６月１日号 広報いせ 平成29年６月１日号



健
康
づ
く
り
通
信

～ 
み
ん
な
笑
顔　

伊
勢
の
元
気
人 

～

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）

［
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
］

（
☎
27－

２
４
３
５　

21－

０
６
８
３
） 

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員
・
申
込
期

限　
下
表
の
と
お
り

対
象　
市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　
脂
質
が
気
に
な
る
人
の

た
め
の
血
管
力
ア
ッ
プ
料
理
・
手

作
り
い
ば
ら
ま
ん
じ
ゅ
う

参
加
費　
３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

マ
ス
ク
、
米
１
／
２
カ
ッ
プ

申
し
込
み　
各
開
催
日
の
申
込
期

限
の
12
時
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課
へ

と
き　
６
月
30
日
㈮
、
10
時
30
分

～
12
時

と
こ
ろ　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

対
象　
市
内
在
住
の
乳
児
（
生
後

６
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

内
容　
離
乳
食
（
初
期
～
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課

へと
き　
６
月
16
日
㈮
、
13
時
30
分

～
15
時

集
合
場
所　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー・

１
階
健
康
づ
く
り
広
場
前

対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　
高
柳
商
店
街
コ
ー
ス
（
3.6

㎞
）
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
雨
天
中

止
）

持
ち
物　
傷
害
保
険
料
10
円
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る

服
装
・
靴

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

とき ところ 定員（先着順） 申込期限
6月13日㈫ 小俣保健センター 30人 6月 7 日㈬
6月15日㈭ 福祉健康センター 25人 6月 9 日㈮
6月16日㈮ ハートプラザみその 30人 6月12日㈪
6月17日㈯ 福祉健康センター 25人 6月13日㈫
6月21日㈬ 二見公民館 30人 6月15日㈭

ヘルスメイト料理講習会

※いずれも時間は、9時 30分～ 13時です。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

料
理
講
習
会

 

予
算
額

 

28
万
6
千
円
（
52
回
分
）

�

予
算
額

�

36
万
５
千
円
（
16
回
分
）

離
乳
食
教
室

ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

健
康
課
の
共
同
企
画

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　食中毒の原因となる細菌などがどこに潜んでいるのかは、
臭いや見た目では分かりません。次の３原則を取り入れて、
食中毒を防ぎましょう。

食中毒予防の３原則

食中毒にご用心

③菌・ウイルスを「やっつける」
◦�加熱調理するときや料理を温め
直すときは、十分に加熱する（中心
部が85℃以上で１分以上が目安）
◦�電子レンジで加熱調理をすると
きは、時々かき混ぜて全体を十
分に加熱する
◦�包丁・まな板などは、洗剤で洗っ
た後、熱湯や漂白剤で殺菌する

※�腹痛と下痢、嘔
おう
吐
と
が続いたら、すぐ

にかかりつけの医師の診察を受けま
しょう。

①菌・ウイルスを「付けない」
◦調理前には、せっけんで手を洗う
◦�手に傷がある場合は、ゴム手袋
を使って調理する
◦�包丁・まな板は、肉用・魚用・
野菜用を使い分ける
◦�焼肉などの場合には生の肉をつ
かむ箸と焼けた肉をつかむ箸は
別の物にする
◦�肉・魚・卵を触ったら、必ずせっ
けんで手を洗う

②菌・ウイルスを「増やさない」
◦手際よく調理する
◦�冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫は－
15℃以下を目安に保つ（食材は
詰めすぎず、早めに使い切る）
◦�調理後は、できるだけ時間を置
かずに食べる
◦�布巾やタオルは小まめに取り換
え、清潔に保つ（漂白剤に漬け
込むのも効果的）
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と
き　
６
月
26
日
㈪
、
10
時
～
11

時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

人内
容　
保
健
師
に
よ
る
「
認
知
症

予
防
に
つ
い
て
」
の
お
話
、
栄
養

士
に
よ
る
「
い
つ
ま
で
も
元
気
に

活
動
！！
脳
が
い
き
い
き
す
る
食
事

と
栄
養
」
の
お
話
、
脳
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
認
知
症
予
防
の
た
め

の
運
動

定
員　
50
人
程
度

申
し
込
み　

６
月
１
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
健
康
課

へ
　
休
日
や
夜
間
の
救
急
医
療
体
制

は
、
比
較
的
軽
症
の
人
を
対
象
と

す
る
「
一
次
救
急
」（
か
か
り
つ

け
医
や
休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所
）

と
、
緊
急
な
治
療
や
入
院
が
必
要

な
重
症
の
人
を
対
象
と
す
る
「
二

次
救
急
」（
伊
勢
赤
十
字
病
院
、

伊
勢
総
合
病
院
）
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

　
軽
症
患
者
が
二
次
救
急
を
受
診

す
る
と
、
重
症
患
者
の
迅
速
な
対

応
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
地
域
の
救
急
医
療
体
制
を
守
る

た
め
に
は
、
医
療
機
関
へ
の
適
正

な
受
診
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
か
か
り
つ
け
医
を

　
持
ち
ま
し
ょ
う

　
日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
の
医
師

を
決
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
相

談
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

◆
診
療
時
間
内
に

　
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
医
の
診
療
時
間
内
に

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。特
に
、

子
ど
も
の
症
状
は
急
変
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
診
療
時
間
外
に

　
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
…

　
比
較
的
軽
症
な
場
合
は
、休
日・

夜
間
応
急
診
療
所
へ
。

救
急
医
療
を
み
ん
な
で

守
り
ま
し
ょ
う
！

な
る
ほ
ど
納
得
！

今
日
か
ら
始
め
た
く
な
る

介
護
予
防

～
脳
を
鍛
え

い
つ
ま
で
も
活
動
的
に

過
ご
せ
る
生
活
習
慣
を
～

　
　
　
　
シ
ニ
ア
健
康
講
座

熱中症予防の４つのポイント

熱中症を予防しましょう！ 熱中症は、気温が急激に上昇する梅雨明け
から特に注意が必要です。

重症度 症状 対処方法

軽　度
◦めまい、立ちくらみ
◦大量の汗が止まらない
◦筋肉痛、こむら返り

◦涼しい場所に移動
◦体を冷やす
◦水分・塩分の補給

※改善しなければ、
　医療機関へ

中等度 ◦頭痛・�吐き気、嘔吐
◦体がだるい、ぼんやりして、力が入らない ◦救急車を呼ぶ

◦涼しい場所に移動し、安静にする
◦体をしっかり冷やし、可能であれば
　水分・塩分補給重　度

◦意識がない
◦けいれん、真っすぐに歩けない
◦呼び掛けても返事がおかしい
◦体に触ると熱い

◦小まめに水分を補給する
　（アルコールは利尿作用があるため逆効果）
◦塩分も一緒に補給する
　（スポーツドリンクまたは水分と塩あめなど）

◦扇風機やエアコンを使った温度調整
　�（室温 28℃、湿度 70％を超えないようにし、
風の流れをつくる）

◦体感に頼らず、温度計・湿度計で確認
◦室温が上がりにくい環境の確保
　（小まめな換気、遮光カーテン、すだれ、打ち水など）

◦小まめに体温を測定して体調チェック
　（特に体温調整が十分できない高齢者や乳幼児）
◦通気性や速乾性のある麻や綿などの素材の服を着用
◦保冷剤・氷・冷たいタオルなどによる体の冷却

◦日傘や帽子の着用、日陰の利用
◦通気性や速乾性のある麻や綿などの素材の服を着用
◦�小まめな休息、水筒などを携帯し
水分補給
◦�天気の良い日は、日中の外出を
できるだけ控える

もしもの時に 熱中症の対処法

ポイント① 水分・塩分補給

ポイント③ 室内環境 ポイント④ 外出時の対策

ポイント② 体調管理
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健康づくり通信

実施期間　６月１日㈭～12月31日㈰
実施場所　実施歯科医院（下表参照）
対　　象　�受診日時点で40～50歳・

55歳・60歳・65歳の人
検診内容　問診、歯周組織検査
持 ち 物　健康保険証・
　　　　　健康手帳（持っている人）
※期間中に１人１回しか受診できません。
※�70歳の人は、「高齢者口腔総合健康診
査」を通年実施しています。

　市では、歯周病を予防するため、「歯周病検診」
を行っています。年を重ねるとともに歯の本数
が減っていきます。（右図参照）
　歯周病は、歯を失うだけでなく、糖尿病や心
疾患などさまざまな病気との関連性が指摘され
ています。
　若い年代から定期的に歯科
検診を受け、歯周病を予防し、
歯と体の健康を守りましょう。

歯周病検診実施歯科医院

歯科医院名 住　所 予約 電話番号
あい歯科クリニック 辻久留町 　 20－8148
あけの歯科 小俣町明野 ● 25－8991
芦野歯科医院 宮町１丁目 ● 28－4048
荒木田歯科 樫原町 　 37－2161
伊勢ファミリー歯科・矯正歯科 小木町 ● 36－2264
伊藤歯科 船江１丁目 ● 29－2020
いのうえ歯科医院 西豊浜町 ● 37－5544
いらご歯科医院 神久１丁目 ● 22－6001
うえだ歯科クリニック 竹ヶ鼻町 ● 36－8400
右京歯科 小木町 　 36－5677
宇治山田歯科医院 岩渕２丁目 ● 21－5888
大石歯科医院 倭町 　 25－7186
大山歯科医院 小俣町湯田 ● 22－8080
おかむら歯科医院 久世戸町 ● 28－1948
岡村歯科医院 浦口２丁目 　 23－3567
岡安歯科医院 八日市場町 　 28－2222
おくの歯科クリニック 黒瀬町 65－7970
奥村歯科 円座町 　 39－1515
片山歯科医院 勢田町 ● 23－1082
加藤歯科医院 辻久留２丁目 ● 23－5252
かどや歯科 二見町西 ● 43－4554
きくち矯正歯科 御薗町長屋 ● 26－0888
北浜歯科クリニック 村松町 ● 37－4870
くまがい歯科医院 旭町 　 25－1111
小林歯科医院 岩渕２丁目 　 28－4098
金剛歯科医院 曽祢２丁目 ● 28－1560
金剛歯科医院 宇治浦田３丁目 　 27－5588
佐田歯科 小俣町明野 ● 37－5822
荘司歯科医院 河崎２丁目 　 28－9972
杉原歯科 馬瀬町 ● 35－0805
田岡歯科医院 岩渕１丁目 ● 24－7847
田川歯科 二見町山田原 ● 43－4822
田口歯科医院中須 中須町 ● 22－4182
田所歯科 曽祢１丁目 　 28－2985
田端歯科医院 二俣１丁目 　 28－3565
冨田歯科医院 楠部町 ● 22－8282
中川歯科 神久２丁目 ● 23－0266
中西歯科医院 御薗町高向 ● 23－1900
なかの歯科 楠部町 ● 23－6480
中村歯科 吹上２丁目 ● 25－8801
中村歯科クリニック 神田久志本町 ● 27－5555
長井歯科医院 東大淀町 ● 37－2310
にしい歯科クリニック 小俣町本町 ● 72－8800
にしやま歯科 御薗町王中島 ● 28－2917

歯科医院名 住　所 予約 電話番号
橋本歯科医院 本町 　 28－3859
浜口歯科医院 岡本３丁目 ● 25－1608
東山歯科医院 小俣町本町 ● 24－9500
平田歯科クリニック 二見町荘 ● 44－0003
ふくい歯科クリニック 神久３丁目 ● 24－0121
藤田歯科 常磐２丁目 　 24－9261
ふじなみ歯科 黒瀬町 ● 27－0033
ふるかわ歯科 小俣町本町 ● 29－4180
まこと歯科 小俣町相合 ● 23－0204
増田歯科医院 小俣町本町 ● 22－0044
松井歯科医院 八日市場町 ● 63－8809
松崎歯科医院 宮後３丁目 ● 22－2566
松葉歯科医院 御薗町高向 　 23－6489
松村歯科クリニック 宮後２丁目 ● 26－3800
マナブ歯科医院 御薗町長屋 ● 22－8288
三木歯科医院 中島２丁目 ● 23－9292
宮川駅前歯科 小俣町本町 ● 21－0648
めいりん歯科クリニック 岡本３丁目 　 20－8241
元町歯科クリニック 小俣町元町 ● 21－0770
森歯科医院 宮町１丁目 ● 28－4469
モリ歯科クリニック 小俣町湯田 ● 22－8008
森歯科診療所 御薗町新開 ● 36－0648
山際歯科医院 河崎１丁目 ● 28－7454
山口歯科医院 宮後１丁目 ● 28－2426
山口歯科医院 小俣町元町 ● 24－2321
山崎歯科クリニック 楠部町 ● 28－4195
やまなかデンタルクリニック 小俣町明野 ● 37－6480
横山歯科 宮町１丁目 　 28－5938
横山歯科医院 船江４丁目 　 23－1080

度会郡
乾歯科医院佐田 玉城町佐田 ● 58－3618
大石歯科医院 南伊勢町村山 76－1476
大西歯科医院 度会町田口 ● 64－0039
楠崎歯科医院 南伊勢町五ヶ所浦 ● （0599）66－0047
ささき歯科クリニック 玉城町蚊野 ● 58－7903
玉城古川歯科 玉城町勝田 ● 58－5121
なかにし歯科クリニック 玉城町佐田 ● 58－1188
なかむらデンタルクリニック 玉城町玉川 ● 58－1182
南勢歯科医院 南伊勢町田曽浦 （0599）69－0001
なんとう歯科クリニック 南伊勢町東宮 ● 72－0824
ひまわり歯科クリニック 大紀町滝原 ● （0598）86－2382
福井歯科医院 度会町棚橋 ● 62－1520
ふくだ歯科医院 玉城町田丸 ● 58－7500

※予約の欄に●印のある歯科医院については、電話予約が必要。
※電話での問い合わせが難しい人は、健康課（ 21－0683� ise-hset@city.ise.mie.jp）へ問い合わせてください。

歯周病検診を受けましょう！

 予算額　787万９千円
（うち県補助金収入2,062万２千円）

28
27
26
25
24
23
22
21

（本）

40歳代 50歳代 60歳代

27.5
本 25.8

本 23.5
本

（平成28年度 歯周病検診結果より）

残っている歯の本数

（平成29年４月現在、50音順）
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健康づくり通信

　
不
法
就
労
は
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
不
法
就
労
し
た
外

国
人
だ
け
で
な
く
、
不
法
就
労
さ

せ
た
事
業
主
も
処
罰
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

不
法
就
労
と
な
る
３
つ
の
ケ
ー
ス

❖
不
法
滞
在
者
が
働
く

❖ 

入
国
管
理
局
の
許
可
を
受
け
ず

に
働
く

❖ 

入
国
管
理
局
に
認
め
ら
れ
た
範

囲
を
超
え
て
働
く

　
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
、
在

留
カ
ー
ド
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
別
永
住
者
を
除
き
、
在
留
カ

ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

原
則
、
就
労
で
き
ま
せ
ん
。

　
不
法
就
労
者
を
発
見
し
た
場
合

や
、
雇
用
し
よ
う
と
す
る
外
国
人

が
不
法
滞
在
者
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
場
合
は
、
伊
勢
警
察
署
ま

た
は
入
国
管
理
局
へ
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

診療科目 診療日時 備考

内科・
小児科

月～土曜日 19:30 ～ 22:00 内科医 1人体制

日曜日・祝日
10:00 ～ 12:00

－13:00 ～ 17:00
19:30 ～ 22:00

歯科 日曜日・祝日
10:00 ～ 12:00

－
13:00 ～ 17:00

休日・夜間応急診療所（八日市場町）　内科・小児科（☎・  25－8795）、歯科（☎ 27－0829）

�予算額　�１億 2,176 万１千円
　　　　�（うち診療所収入 ･他町分担金 9,542 万 2千円）

※�左表の時間・診療科目以外の診察を受けたい場合は、次へ問い
合わせてください。

　◦救急医療情報センター
　　（☎ 28－1199、☎ 0800－100－1199〔音声自動案内〕）
　　※�つながりにくい場合は、時間をおいてかけ直してください。
　◦医療ネットみえのホームページ
　　 http://www.qq.pref.mie.lg.jp

※�みえ子ども医療ダイヤルでは、医療関係者が子どもの急な病気
や事故・薬に関する電話相談を受けています。

　　相談時間　毎日、19:30 ～翌日 8:00
　　電話番号　☎＃ 8000、☎ 059-232-9955

対　　　象　①～④市内在住の人、⑤県内在住の人
問い合わせ　①～④健康課（☎27－2435、 21－0683）
　　　　　　⑤伊勢保健所（☎27－5137、 27－5253）

とき ところ
①おっぱい相談会（個別相談、要予約）

毎週木曜日 10:00 ～ 12:00 中央保健センター（ママ☆ほっとテラス）
②子育て相談

6月 6 日㈫
9:30 ～ 11:00

二見老人福祉センター
13:30 ～ 15:00

6月13日㈫
9:30 ～ 11:00

中央保健センター
13:30 ～ 15:00

6月20日㈫
9:30 ～ 11:00

ハートプラザみその
13:30 ～ 15:00

6月27日㈫
9:30 ～ 11:00

小俣保健センター
13:30 ～ 15:00

とき ところ
③おしゃべりタイム（妊婦さん・産後ママの交流会）

毎週水曜日 10:00 ～ 12:00 中央保健センター
（ママ☆ほっとテラス）

④成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

6月 1 日㈭ 9:30 ～ 11:00 小俣保健センター

6月 8 日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

6月15日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

⑤エイズ検査
毎週火曜日 9:00 ～ 11:00 伊勢保健所

（県伊勢庁舎内）6月 13日㈫ 17:30 ～ 19:00

主な相談など

　予算額　 おっぱい相談会（49回分）　8万円　
　　　　　子育て相談（47回分）　112万7千円　
　　　　　成人健康相談・成人栄養相談（87回分）　87万4千円

伊勢警察署
だより

伊勢警察署
（☎・ 20－0110）

ミーポくん

不
法
就
労
・
不
法
滞
在

防
止
に
ご
協
力
を

広
告

外
国
人
を
雇
用
す
る

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
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情報コーナー
伊
勢
市
防
災

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
募
集

危
機
管
理
課

（
☎
21
―
５
５
２
３ 

 

20
―
３
１
５
１
）

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤・

通
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人
で

防
災
士
の
資
格
を
持
つ
人

活
動
内
容

①
平
常
時

◦�

自
治
会
や
学
校
な
ど
各
地
域
で

防
災
に
関
す
る
知
識
や
技
術
の

普
及

◦�

防
災
訓
練
・
防
災
教
室
な
ど
の

企
画
や
運
営

◦�

市
が
行
う
防
災
講
習
会
な
ど
の

支
援

②
災
害
発
生
時

◦�

地
域
住
民
な
ど
と
協
力
し
、
消

　

火
・
救
出
・
救
護
・
避
難
誘
導
・

　

�

避
難
所
運
営
な
ど
の
応
急
活
動

の
実
施

申
し
込
み　
６
月
１
日
㈭
か
ら
直

接
同
課
へ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※�

夕
食
と
飲
み
物
を
用
意
し
ま
す
。

　

�（
報
酬
や
交
通
費
は
支
給
し
ま

せ
ん
）

※�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
未
加

入
者
は
、
同
保
険
（
保
険
料
３

５
０
円
は
自
己
負
担
）
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

こ
の
活
動
は
、
ハ
ロ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
え

の
協
力
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
勢
市
民
ダ
ン
ス
＆
体
操

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
の

出
場
団
体
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22
―
７
８
９
５ 

 
23
―
８
６
４
１
）

と
き　
10
月
22
日
㈰
、
13
時
～
16

時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　
小
俣
総
合
体
育
館

内
容　
10
人
以
上
の
チ
ー
ム
で
演

技
を
発
表
（
発
表
時
間
は
原
則
５

分
以
内
と
し
、
種
目
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
）

参
加
費　
１
人
１
０
０
円
（
保
険

代
を
含
む
）

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す

募
集
数　
25
団
体
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
６
月
１
日
㈭
～
８
月

22
日
㈫
に
、
申
込
書
を
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
伊
勢
市
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会・平
沼
さ
ん（
〒

５
１
６
ー
０
０
７
２
宮
後
２
丁
目

16
ー
23
、
☎･

 

25
ー
７
８
６
７
）

へ※�

申
込
書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

予
算
額　
20
万
円

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園

新
区
画
墓
所
分
譲
開
始

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
・

 

28
―
３
３
６
７
）

　
新
区
画
は
全
区
画
南
向
き
で
前

面
の
通
路
が
舗
装
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
画
数

◦
２
㎡
…
６
区
画

◦
３
㎡
…
41
区
画

※
全
区
画
先
着
順

申
し
込
み　
６
月
１
日
㈭
・
９
時

か
ら
直
接
同
事
務
所
（
旭
町
４
４

４
ー
１
）
へ

消
防
設
備
士
試
験

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
25
―
１
２
６
８ 

 

29
―
０
１
３
４
）

試
験
種
類

◦�

甲
種
…
特
・
１
～
５
類

◦�

乙
種
…
１
～
７
類

と
き　
7
月
30
日
㈰

と
こ
ろ　
高
田
短
期
大
学
（
津
市

一
身
田
豊
野
１
９
５
）

申
込
期
間　
６
月
１
日
㈭
～
12
日

㈪
（
電
子
申
請
の
場
合
は
５
月
29

日
㈪
～
６
月
９
日
㈮
・
17
時
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
一

般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
三
重
県
支
部
（
☎
０
５
９
ー

２
２
６
ー
８
９
３
０�

 

０
５
９
ー

２
２
５
ー
６
７
３
６
）

※�

受
験
願
書
は
、
県
内
の
各
消
防

本
部
・
消
防
署
、
各
県
庁
舎
、

　

�

同
セ
ン
タ
ー
同
支
部
、
三
重
県

消
防
・
保
安
課
に
あ
り
ま
す
。

※�

電
子
申
請
の
場
合
は
、
同
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

ht

　

�tp
://w

w
w
.sh
o
u
b
o
-

shiken.or.jp

）
か
ら
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

花
火
大
会

エ
コ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

観
光
振
興
課

（
☎
21
―
５
５
４
２ 

 

28
―
２
４
０
４
）

活
動
日
時　
７
月
15
日
㈯
、
15
時

～
22
時
30
分
（
荒
天
な
ど
の
場
合

は
９
月
9
日
㈯
に
延
期
。
９
月
9

日
㈯
も
開
催
で
き
な
い
場
合
は
９

月
10
日
㈰
に
延
期
）

活
動
場
所　
花
火
大
会
会
場
内（
度

会
橋
付
近
）

対
象　
①
親
子
枠
…
小
学
生
以
上

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
就
学

前
の
子
ど
も
連
れ
は
不
可
）、
②

一
般
枠
…
高
校
生
以
上
の
健
康
な

人
（
18
歳
未
満
の
人
は
保
護
者
の

同
意
が
必
要
）

内
容　
会
場
内
の
エ
コ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
の
ご
み
分
別
案
内

募
集
人
数　
①
20
組
、
②
80
人

申
し
込
み　
６
月
30
日
㈮
ま
で
に
、

申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
同
課（

hanabi@
city.

ise.m
ie.jp

）
へ

※�

申
込
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（

http://w
w
w
.city.

ise.m
ie.jp/13477.htm

）

エコボランティア
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募 
集

情
報
コ
ー
ナ
ー

募集試験・講座

催し物お知らせ

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

講
座
・
試
験



危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
25
―
１
２
６
３ 

 

29
―
０
１
３
４
）

講
習
区
分　
給
油
取
扱
所

　
7
月
11
日
㈫
、13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア

定
員　
１
０
０
人

受
講
料　
４
７
０
０
円

申
し
込
み　
５
月
31
日
㈬
～
６
月

14
日
㈬
に
、
一
般
社
団
法
人
三
重

県
危
険
物
安
全
協
会
へ

※�

受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部
、

消
防
署
、
各
分
署
、
各
出
張
所

に
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
一
般
社
団
法
人
三

　
重
県
危
険
物
安
全
協
会
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
（

http://servi

　

ce.m
eikei.jp/sankikyo

）

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

伊
勢
春
慶
塗
教
室

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
―
５
６
７
７ 

 

22
―
８
８
５
１
）

と
き　
６
月
22
日
～
８
月
24
日（
８

月
17
日
を
除
く
）の
毎
週
木
曜
日
、

13
時
30
分
～
15
時
30
分（
全
９
回
）

と
こ
ろ　
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
朝

熊
町
４
３
８
３
ー
４
６
９
）

対
象　
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

内
容　
木
製
の
弁
当
箱
へ
伊
勢
春

慶
塗
を
施
す
一
連
の
流
れ
を
体
験

講
師　
西
井
幸
平
さ
ん
（
元
伊
勢

掲
載
し
ま
す
。

予
算
額　
65
万
６
千
円

保
育
士
支
援

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
研
修
会

保
育
士
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス

と
き　
６
月
25
日
㈰
、
13
時
～

市
工
芸
指
導
所
長
）

定
員　
６
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
材
料
費

を
含
む
）

申
し
込
み　
６
月
15
日
㈭
ま
で
に
、

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

※�

漆
に
よ
る
か
ぶ
れ
に
つ
い
て
は

自
己
責
任
と
し
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

伊
勢
市
防
災
大
学
を

開
校
し
ま
す

危
機
管
理
課

（
☎
21
―
５
５
２
３ 

 
20
―
３
１
５
１
）

と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
・
講
師　

下
表
の
と
お
り

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤・

通
学
し
て
い
る
、
18
歳
以
上
の
人

内
容　
見
て
・
聞
い
て
・
体
験
し

な
が
ら
楽
し
く
学
べ
る
防
災
講
座

で
す
。
兵
庫
県
神
戸
市
へ
の
視
察

研
修
も
予
定
し
て
い
ま
す

※�

５
回
以
上
受
講
し
た
人
に
修
了

証
を
授
与
し
ま
す
。

※�

希
望
講
座
の
み
の
受
講
も
可
能

で
す
。

定
員　
40
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　
６
月
１
日
㈭
～
30
日

㈮
に
、
申
込
書
を
直
接
同
課
へ

※�

申
込
書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

と
こ
ろ　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館

（
津
市
桜
橋
２
丁
目
１
３
１
）

対
象　
保
育
所
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
人
や
保
育
の
仕
事
に
興
味
・

関
心
が
あ
る
人

潜
在
保
育
士

現
場
復
帰
支
援
研
修
会

　
保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

人
が
、
保
育
職
場
で
仕
事
が
で
き

る
よ
う
不
安
を
解
消
し
、
就
職
・

再
就
職
に
つ
な
げ
る
た
め
の
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
①
６
月
13
日
㈫・20
日
㈫
、

10
時
20
分
～
16
時
10
分
、
②
８
月

８
日
㈫
・
24
日
㈭
、
10
時
20
分
～

16
時
10
分

と
こ
ろ　
①
三
重
県
社
会
福
祉
会

館
、
②
じ
ば
さ
ん
三
重
（
四
日
市

市
安
島
１
丁
目
３
ー
18
）

内
容　
講
義
、
現
場
体
験
な
ど

定
員　
①
②
と
も
30
人
程
度

共
通
事
項

申
し
込
み　
参
加
申
込
書
を
直
接

ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ

ン
タ
ー
（
〒
５
１
４
ー
８
５
５
２

津
市
桜
橋
２
丁
目
１
３
１
三
重
県

社
会
福
祉
会
館
内
）
へ

※
開
催
要
綱
、
参
加
申
込
書
な
ど

　
は
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

http:
　

�//w
w
w
.m
iew
el-1.com

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

伊勢市防災大学日程 ※日程・講師などは、変更となる場合があります。
とき ところ 内容 講師

7月16日㈰
10時～12時 防災センター・

多目的ホール

・開校式 ・防災講演
・防災体験学習室見学

川口 淳さん（三重大学工学研究
科准教授・防災センター職員）

8月20日㈰
9時30分～12時 ・ プラ容器で立体地形を作ろう 坪井 塑太郎さん（人と防災未

来センター主任研究員）
9月24日㈰
9時30分～14時

ハートプラザ
みその ・防災食クッキング 三重県地域活動栄養士会伊勢

支部職員
10月15日㈰
13時30分～15時30分

防災センター・
多目的ホール ・講演「災害と男女共同参画」 池田 恵子さん（静岡大学教育

学部教授）
1月28日㈰
7時～17時 神戸市 ・ 人と防災未来センター視察研修 ー
2月18日㈰
10時～12時 防災センター・

多目的ホール
・  講演「災害ボランティアについて」 伊勢市社会福祉協議会職員

3月11日㈰
9時～12時 ・発表会 ・閉校式 ー

赤
十
字
健
康
大
学

病
気
と
健
康
の
講
座

伊
勢
赤
十
字
病
院

（
☎
28
―
２
１
７
１ 

 

28
―
２
９
６
５
）

と
き
・
内
容
・
講
師　
左
表
の
と

お
り

と
こ
ろ　
伊
勢
赤
十
字
病
院
・
１

階
多
目
的
ホ
ー
ル
や
ま
だ

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
６
月
２
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
・
性
別
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
で
同

病
院
社
会
課
（
〒
５
１
６
ー
８
５

１
２
船
江
１
丁
目
４
７
１
ー
２
）へ

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
・

保
育
士･

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
―
２
２
７
―
５
１
６
０

 

０
５
９
―
２
２
２
―
０
１
７
０
）

赤十字健康大学 病気と健康の講座
とき 内容 講師

６月５日㈪ ロコモティブシンド
ロームと関節 山川 徹さん（同病院副院長）

７月４日㈫ 口腔ケアで全身の
病気が予防できる？ 野村 城二さん（同病院歯科口腔外科部長）

８月８日㈫ 耳の聴こえで困って
いませんか？ 山田 弘之さん（同病院耳鼻咽喉科部長）

９月５日㈫ 在宅緩和ケアという選択 小林 美香子さん（同病院看護師長）
10 月３日㈫ 地域で認知症を支える 松嵜 美紀さん（同病院看護副部長）

11 月７日㈫ iPS細胞を用いた
網膜再生治療 

髙橋 政代さん（理化学研究所多細胞システム形成研究
センター網膜再生医療研究開発プロジェクトリーダー）

※時間はいずれも、14時～15時30分です。
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情報コーナー
～
木
造
船
み
ず
き
に
乗
っ
て

　
勢
田
川
の
歴
史
を
学
ぼ
う
～

夏
休
み
子
供
体
験
ツ
ア
ー

２
０
１
７

監
理
課

（
☎
21
―
５
５
８
２ 

 

21
―
５
５
８
５
）

　
木
造
船
み
ず
き
に
乗
船
し
、
勢

田
川
周
辺
の
自
然
と
歴
史
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

と
き　
７
月
24
日
㈪
～
８
月
29
日

㈫
の
土
・
日
曜
日
・
祝
日
お
よ
び

８
月
14
日
㈪
・
15
日
㈫
を
除
く
毎

日
（
全
24
回
）

※�

天
候
に
よ
っ
て
は
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

集
合
場
所　
神
社
海
の
駅
（
神
社

港
60
）

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保

護
者
（
１
人
）

内
容　
木
造
船
み
ず
き
へ
の
乗
船

（
今
一
色
、
大
湊
、
河
崎
、
二
軒

茶
屋
コ
ー
ス
か
ら
選
択
）

※�

６
月
上
旬
に
申
込
書
を
各
小
学

校
へ
配
布
し
ま
す
。

予
算
額　
１
２
０
万
円

さ
れ
た
品
々
が
並
ぶ
外
宮
奉
納
市

が
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
の
特
産

品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽

選
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

と
き　
６
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
、

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　
外
宮
北
御
門
広
場
（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
伊
勢
志
摩
ビ
ル
東
隣
）

※�

外
宮
奉
納
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
こ
れ
ま
で
に
奉
納
さ
れ
た

品
と
奉
納
者
の
誓
い
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

外
宮
奉
納
市

検 

索

高
柳
の
夜
店

高
柳
商
店
街
振
興
組
合

（
☎
28
―
１
１
０
１ 

 

22
―
４
４
４
１
）

と
き　
６
月
１
日
㈭
～
７
月
２
日

㈰
の
う
ち
下
１
桁
に
１イ
チ
・
６ロ
ク
・
３サ
ン・

８パ
チ

の
付
く
日
と
毎
週
土
曜
日
、
お

よ
び
７
月
２
日
（
全
17
回
）

と
こ
ろ　
高
柳
商
店
街

内
容　
例
年
好
評
の
浴
衣
コ
ン
テ

ス
ト
、
写
生
コ
ン
ク
ー
ル
、
近
隣

市
町
の
伝
統
・
特
産
物
を
紹
介
す

る
市
町
の
日
、
学
校
の
日
な
ど
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
し
ま
す

※�

内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

環
境
課

（
☎
21
―
５
５
４
０ 

 

21
―
５
６
４
２
）

と
き　
７
月
５
日
㈬
、13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
朝

熊
町
４
３
８
３
ー
４
６
９
）

内
容　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
（
環
境
に

優
し
い
運
転
）
を
体
験
し
、
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
知
識
と
運
転

の
こ
つ
を
学
び
ま
す

講
師　
Ｊ
Ａ
Ｆ
三
重
支
部
職
員

定
員　
15
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　
６
月
26
日
㈪
ま
で
に
、

Ｊ
Ａ
Ｆ
三
重
支
部
事
業
課
（
☎
０

５
９
ー
２
２
２
ー
２
３
０
０�

０

５
９
ー
２
２
２
ー
２
３
０
６
）
へ

※�

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
人
は
無
料
で
す
が
、
そ
れ

以
外
の
人
は
参
加
費
（
Ｊ
Ａ
Ｆ

会
員
１
０
２
８
円
、
非
会
員
２

０
５
７
円
）
が
必
要
で
す
。

予
算
額　
14
万
７
千
円（
２
回
分
）

伊
勢
神
宮 

外
宮
奉
納
市

伊
勢
商
工
会
議
所

（
☎
25
―
５
１
５
３ 

 

28
―
４
１
８
１
）

　
全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
・
商

工
会
が
推
薦
し
た
生
産
者
が
、
自

慢
の
食
の
逸
品
を
外
宮
に
奉
納
し

ま
す
。

　
外
宮
北
御
門
広
場
で
は
、
奉
納

伊
勢
市
教
育
委
員
会
企
画
展

な
つ
か
し
伊
勢
の
く
ら
し

～
昭
和
の
道
具
た
ち
～

文
化
振
興
課

（
☎
22
―
７
８
８
４ 

 

23
―
８
６
４
１
）

　
懐
か
し
い
暮
ら
し
の
中
の
道
具

を
展
示
し
、
伊
勢
の
昭
和
時
代
を

紹
介
し
ま
す
。
展
示
を
通
し
て
、

日
本
人
の
「
考
え
方
」
を
再
認
識

し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
６
月
１
日
㈭
・
３
日
㈯
・

６
日
㈫
・
８
日
㈭
、
17
時
～
21
時

と
こ
ろ　
高
柳
商
店
街
・
高
柳
の

夜
店
第
４
会
場
（
西
展
示
場
）

内
容　
昭
和
時
代
の
道
具
の
展
示

予
算
額　
29
万
円

観
光
文
化
会
館
指
定
管
理
者
自
主
事
業

「
大
黒
摩
季　Maki Ohguro

 2017 Live-STEP!!

」

～ Higher

↗
↗Higher

↗
↗

中
年
よ
熱
く
な
れ
!!

G
reatest Hits+ 

～

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

響
ホ
ー
ル
伊
勢
（
観
光
文
化
会
館
）

（
☎
28
―
５
１
０
５ 

 

28
―
５
１
０
６
）

　
「
Ｄ
Ａ
・
Ｋ
Ａ
・
Ｒ
Ａ
」
を
は

じ
め
、「
ら
・
ら
・
ら
」
な
ど
の

ミ
リ
オ
ン
ヒ
ッ
ト
を
持
つ
大
黒
摩

季
の
全
国
ツ
ア
ー
伊
勢
公
演
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　
９
月
18
日
㈷
、
17
時
（
開

場
は
16
時
30
分
）

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
・
大
ホ
ー

ル出
演
者　
大
黒
摩
季
さ
ん（
歌
手
）

入
場
料　
６
８
０
０
円
（
全
席
指

定
）

※�

４
歳
以
上
は
入
場
券
が
必
要
で

す
。
３
歳
以
下
は
保
護
者
１
人

に
つ
き
１
人
の
み
膝
上
鑑
賞
が

で
き
ま
す
。
座
席
が
必
要
な
場

合
は
入
場
券
が
必
要
で
す
。

※�

入
場
券
は
、
６
月
17
日
㈯
・
9

時
か
ら
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
事
務
所

窓
口
、
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
事

務
所
窓
口
、
村
林
楽
器
店
な
ど

で
、
10
時
か
ら
村
井
楽
器
伊
勢

店
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
な
ど
で
販

売
し
ま
す
。

木造船みずき

商
工
労
政
課

（
☎
21
―
５
５
１
２ 

 

21
―
５
６
３
６
）

大黒摩季さん
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し 

物



も
っ
た
い
な
い
教
室

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎・

 
38
―
２
８
０
０
）

　
ご
み
減
量
の
啓
発
活
動
を
目
的

と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

と
き
・
内
容　
左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

対
象　
伊
勢
市
・
明
和
町
・
玉
城

町
・
度
会
町
に
在
住
ま
た
は
通
勤

し
て
い
る
人

定
員　
各
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
２
０
０
円

申
し
込
み　
開
催
日
の
１
カ
月
前

か
ら
電
話
で
同
プ
ラ
ザ
へ

が
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン
、
新

聞
紙

申
し
込
み　
開
催
日
の
１
カ
月
前

か
ら
電
話
で
同
プ
ラ
ザ
へ

児
童
手
当
制
度
と

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

こ
ど
も
課

（
☎
21
―
５
５
６
１ 

 

21
―
５
５
５
５
）

児
童
手
当
制
度

　
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
は
中

学
校
修
了
前
（
15
歳
の
誕
生
日
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
し

ま
す
。

支
給
額　
下
表
の
と
お
り

支
給
時
期　
原
則
と
し
て
、
毎
年

６
月
、
10
月
、
２
月
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
の
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

手
続
き
方
法　
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
り
、
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入

し
た
と
き
な
ど
は
、
現
住
所
の
市

区
町
村
へ
の
（
公
務
員
の
場
合
は

勤
務
先
に
）
認
定
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
父
母
な
ど
の
う
ち

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
教
室

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎・

 

38
―
２
８
０
０
）

と
き　
①
７
月
22
日
㈯
・
②
８
月

26
日
㈯
・
③
９
月
23
日
㈷
、
10
時

～
12
時

と
こ
ろ　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
西
豊
浜
町
６
５
３
）

対
象　
伊
勢
市
・
明
和
町
・
玉
城

町
・
度
会
町
に
在
住
ま
た
は
通
勤

し
て
い
る
人

内
容　
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て
生

ご
み
を
土
に
返
す
方
法
を
学
び
、

環
境
に
優
し
い
生
活
を
目
指
し
ま

す定
員　
各
30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
今
年
度
３
回
ま
で
は
無

料
、
４
回
目
以
降
は
１
回
に
つ
き

２
０
０
円

持
ち
物　
ふ
た
付
き
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
箱
（
縦
・
横
・
深
さ
の
合
計

家
計
の
主
宰
者
（
原
則
と
し
て
所

得
の
高
い
人
）
が
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　
申
請
し
た
翌
月
分
の
手
当
か
ら

支
給
と
な
り
ま
す
が
、
出
生
日
や

転
入
し
た
日
（
前
市
区
町
村
の
転

出
予
定
日
）が
月
末
に
近
い
場
合
、

申
請
日
が
翌
月
に
な
っ
て
も
異
動

日
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
で
あ
れ

ば
、
申
請
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

申
請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
月
分

の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当（
特
例
給
付
）の
現
況
届

　
児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
６
月

に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
手
当
の
受
給
者
へ
６
月
上
旬
に

案
内
な
ど
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法　
６
月
１
日
㈭
～
30
日

㈮
に
、
返
信
用
封
筒
で
返
送
ま
た

は
直
接
同
課
・
各
総
合
支
所
生
活

福
祉
課
・
各
支
所
へ

※
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、

　

�

６
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。

※�

現
況
届
の
提
出
が
な
い
ま
ま
２

年
を
経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ

り
受
給
資
格
が
消
滅
し
ま
す
。

予
算
額　
18
億
９
０
０
０
万
円（
う

ち
国
・
県
か
ら
の
収
入
16
億
２
５

１
万
円
）

公
有
財
産
を
売
却

管
財
契
約
課

（
☎
21
―
５
５
２
６ 

 

21
―
５
７
０
０
）

　
市
が
所
有
す
る
公
有
財
産
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

「
ヤ
フ
オ
ク
！
」
の
一
般
競
争
入

札
で
売
却
し
ま
す
。

売
却
物
件　
車
両
な
ど

入
札
参
加
条
件　
一
定
の
資
格
を

満
た
す
個
人
・
法
人
（
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ�

Ｉ
Ｄ
を
取
得

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

入
札
参
加
申
込
期
間　
５
月
29
日

㈪
・
13
時
～
６
月
15
日
㈭
・
14
時

入
札
期
間　
６
月
29
日
㈭
・
13
時

～
7
月
６
日
㈭
・
13
時

※�

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

もったいない教室

児童手当制度支給額

とき 教室名

７月９日㈰ 布ぞうり作り

７月23日㈰ 手芸・小物教室
（ペットボトルカバー作り）

７月29日㈯ ＥＭ石けん作り

８月13日㈰ 手芸・小物教室
（ミニ巾着作り）

８月27日㈰ 手芸・小物教室
（ミニ巾着作り）

９月２日㈯ 鍋ぼうし作り

９月９日㈯
牛乳パックでカードケース・
爪
つまようじ

楊枝入れ作り

９月10日㈰ 布ぞうり作り

９月16日㈯ 布のリサイクル教室
（防災ずきん作り）

９月24日㈰ 手芸・小物教室
（ミニ巾着作り）

児童の年齢 児童手当の額
（１人当たりの月額）

３歳未満 一律15,000円
３歳以上
小学校修了前

10,000円
（第３子以降は15,000円）

中学生 一律10,000円

※時間はいずれも、10時～12時です。

※�「第３子以降」とは高校卒業まで（18歳の誕
生日後の最初の３月 31日まで）の養育してい
る児童のうち、３番目以降をいいます。

※�児童を養育している人の所得が所得制限限度額
以上の場合は、特例給付として月額一律 5,000
円を支給します。
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情報コーナー

広
告

国
民
健
康
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・

介
護
保
険
料

納
入
通
知
書
を
送
付

　
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の

納
入
通
知
書
を
、
次
の
と
お
り
送

付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料

送
付
時
期　
６
月
中
旬
（
世
帯
主

宛
て
）

※�

普
通
徴
収
（
納
付
書
払
い
・
口

座
振
替
）
の
人
は
年
間
の
国
民

健
康
保
険
料
額
が
、
特
別
徴
収

　
（
年
金
天
引
き
）の
人
は
年
間
の

　
国
民
健
康
保
険
料
額
、
天
引
き

　

�

さ
れ
る
対
象
年
金
の
種
類
、天

引
き
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

10
月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人

は
、
納
入
通
知
書
に
特
別
徴
収

の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
り
離
職
し
た
人
は
、
国
民

健
康
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

は
そ
の
変
更
額
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

※�

10
月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人

は
、
納
入
通
知
書
に
特
別
徴
収

の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
相
談
を

　
保
険
料
の
滞
納
が
続
く
と
、
被

保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
な
く
な
る

場
合
や
、
給
付
制
限
を
受
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
各
担

当
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税

納
税
通
知
書
を
送
付

課
税
課
市
民
税
係

（
☎
21
―
５
５
３
４ 

 

21
―
５
５
３
５
）

　
市
・
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を

６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
徴
収
（
給
与
天
引

き
）の
方
法
で
納
付
す
る
人
に
は
、

会
社
な
ど
へ
５
月
中
に
通
知
書
を

送
付
し
て
お
り
、
会
社
な
ど
か
ら

納
税
者
へ
配
付
さ
れ
ま
す
。

市
・
県
民
税
申
告
は

お
済
み
で
す
か

　
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な

い
場
合
で
も
、
源
泉
徴
収
票
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
控
除
が
あ
れ
ば
、

市
・
県
民
税
申
告
を
す
る
こ
と
で

税
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

送
付
時
期　
７
月
中
旬
（
本
人
宛

て
）

※�

保
険
料
算
定
の
た
め
に
所
得
の

申
告
が
必
要
な
人
（
被
保
険
者

と
そ
の
世
帯
主
）
に
は
、
６
月

　
上
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

介
護
保
険
料

送
付
時
期　
６
月
中
旬
（
本
人
宛

て
）

※
普
通
徴
収
（
納
付
書
払
い
・
口

　
座
振
替
）
の
人
は
年
間
の
介
護

　
保
険
料
額
が
、
特
別
徴
収
（
年

　
金
天
引
き
）
の
人
は
年
間
の
介

　
護
保
険
料
額
、
天
引
き
さ
れ
る

　
対
象
年
金
の
種
類
、天
引
き
額
、

　

�

仮
徴
収
額
に
変
更
が
あ
っ
た
人

い
。

　
例
え
ば
、
公
的
年
金
の
収
入
が

４
０
０
万
円
以
下
で
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
な
い
人
や
年
末
調
整

に
よ
り
所
得
税
が
0
円
で
あ
っ
て

も
市
・
県
民
税
が
か
か
る
人
で
す
。

伝
統
工
芸
品
等

再
生
支
援
事
業
に
補
助

商
工
労
政
課

（
☎
21
―
５
５
１
２ 

 

21
―
５
６
３
６
）

　
伝
統
工
芸
品
産
業
の
振
興
・
育

成
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業　
伝
統
工
芸
品
な
ど
に

関
す
る
伝
統
技
法
の
再
生
、
後
継

者
育
成
、
販
路
開
拓

対
象
者　
伝
統
工
芸
品
の
製
造
な

ど
に
携
わ
る
市
内
の
個
人・企
業・

団
体

補
助
対
象
経
費　
対
象
事
業
を
実

施
す
る
た
め
に
直
接
か
か
る
経
費

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
か
ら

国
・
県
補
助
金
額
な
ど
を
差
し
引

い
た
金
額
の
３
分
の
２
以
内
（
上

限
額
30
万
円
）

申
し
込
み　
６
月
12
日
㈪
～
26
日

㈪
に
、
申
請
書
と
必
要
書
類
を
同

課
へ

※
申
請
書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

※�
審
査
に
よ
り
交
付
を
決
定
し
ま

す
。

予
算
額　
30
万
円

国民健康保険料 制度改正のお知らせ
◇国保料の軽減判定額の拡大
　�　2割軽減と 5割軽減の軽減判定所得の基準を改め、保険
料軽減を拡大します。

　・2 割軽減の判定基準
　　世帯総所得が（33万円＋ 48万円×被保険者数）以下
　　　　　　　　　　　　　　↓　
　　世帯総所得が（33万円＋ 49万円×被保険者数）以下
　・5 割軽減の判定基準
　　世帯総所得が（33万円＋26.5万円×被保険者数）以下
　　　　　　　　　　　　　　↓
　　世帯総所得が（33万円＋ 27万円×被保険者数）以下

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
…

医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
料
係

（
☎
21
―
５
５
５
１ 

 

20
―
８
５
５
５
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
…

医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係

（
☎
21
―
５
５
５
２ 

 

20
―
８
５
５
５
）

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
…

介
護
保
険
課

（
☎
21
―
５
５
６
４ 

 

20
―
８
５
５
５
）
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平
成
29
年
度
分

所
得（
課
税
）証
明
書
な
ど
が

発
行
可
能
で
す

課
税
課
税
務
係

（
☎
21
―
５
５
３
０ 

 
21
―
５
５
３
５
）

　
６
月
１
日
㈭
よ
り
、
平
成
29
年

度
分
の
市
・
県
民
税
に
係
る
所
得

（
課
税
）
証
明
書
な
ど
の
発
行
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
発
行
を
希
望
す
る
人
は
、
同
係・

各
総
合
支
所
生
活
福
祉
課
・
各
支

所
に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
郵
送

に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
で
の
発
行
に
必
要
な
物
や

　

�

郵
送
で
の
申
請
方
法
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

　

�http
://w

w
w
.city.ise.

m
ie.jp/2384.htm

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
同
係
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

６
月
４
日
～
10
日
は

危
険
物
安
全
週
間

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
25
―
１
２
６
３ 

 

29
―
０
１
３
４
）

ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で

購
入
す
る
皆
さ
ん
へ

　
ガ
ソ
リ
ン
は
、
可
燃
性
蒸
気
が

発
生
し
や
す
く
、
取
り
扱
い
を
誤

る
と
火
災
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。さ
ら
に
一
度
火
が
付
く
と
、

爆
発
な
ど
重
大
事
故
を
引
き
起
こ

連
の
事
業
者
や
団
体
の
育
成
を
図

る
た
め
、
次
の
と
お
り
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業　
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
事
業

◦
新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開
発

　

�

や
特
許
権
取
得
な
ど
を
行
う（
平

成
29
年
度
か
ら
開
始
し
た
事
業

に
限
る
）

◦�

補
助
対
象
経
費
が
２
０
０
万
円

以
上

◦�

平
成
31
年
１
月
末
ま
で
に
研
究

開
発
が
終
了
す
る

対
象
者

◦�

市
内
の
中
小
製
造
業
者
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
・
情
報
処
理
業
者
、

ま
た
は
そ
の
団
体

◦�

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小

製
造
業
関
連
事
業
者

補
助
対
象
経
費

研
究
開
発
費
…
機
械
・
工
具
な
ど

の
購
入
費
、
原
材
料
な
ど
の
購
入

費
、
外
注
加
工
費
な
ど

特
許
権
の
取
得
に
要
す
る
経
費
…

特
許
な
ど
の
出
願
な
ど
の
手
数
料
、

弁
理
士
に
要
す
る
経
費

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
か
ら

国
・
県
補
助
金
額
を
差
し
引
い
た

金
額
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
額

は
２
０
０
万
円
）

申
し
込
み　
６
月
12
日
㈪
～
26
日

㈪
に
、
申
請
書
と
必
要
書
類
を
直

接
同
課
へ

※
申
請
書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

す
危
険
が
あ
り
ま
す
。　

　
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る
携
行
缶
は
、

必
ず
消
防
法
令
の
基
準
に
適
合
し

た
容
器
を
使
用
し
、
灯
油
用
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
危
険
物
を
取
り
扱
う

と
き
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま

し
ょ
う
。

施
設
利
用
者
向
け

W
i

ーFi

（
無
線LA

N

）

サ
ー
ビ
ス
を
開
始

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

響
ホ
ー
ル
伊
勢
（
観
光
文
化
会
館
）

（
☎
28
―
５
１
０
５ 

 
28
―
５
１
０
６
）

　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

響
ホ
ー
ル
伊
勢
の
施
設
内
の
一
部

（
大
・
小
会
議
室
、
特
別
室
、
楽

屋
）で
、W
i

ーF
i（

無
線LA

N
）

が
無
料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

利
用
方
法　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
事
務
所

窓
口
で
、
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
付
与
し
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

新
商
品
開
発
な
ど
に
補
助

商
工
労
政
課

（
☎
21
―
５
５
１
２ 

 

21
―
５
６
３
６
）

　
新
た
な
製
品
を
創
り
出
す
、
優

れ
た
技
術
を
持
つ
中
小
製
造
業
関

※�

審
査
に
よ
り
交
付
を
決
定
し
ま

す
。

予
算
額　
２
１
４
万
円

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

津
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

（
☎
０
５
９
―
２
２
８
―
４
３
７
２
）

　
法
務
局
で
は
、
相
続
手
続
き
を

簡
素
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
５

月
29
日
か
ら
「
法
定
相
続
情
報
証

明
制
度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
提
出
さ
れ
た
戸

籍
な
ど
の
書
類
を
基
に
、
法
定
相

続
人
を
確
認
し
、
戸
籍
謄
本
に
代

わ
る
公
的
証
明
書
を
無
料
で
発
行

す
る
も
の
で
す
。

　
相
続
登
記
や
金
融
機
関
に
お
け

る
預
貯
金
の
払
い
戻
し
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
続
手
続
き
で
利
用
で

き
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
へ

申
請
期
限
は
６
月
30
日

経
営
所
得
安
定
対
策

農
林
水
産
課

（
☎
22
―
０
３
７
０ 

 

21
―
５
６
０
５
）

　
平
成
29
年
度
の
経
営
所
得
安
定

対
策
を
、
前
年
と
同
様
に
実
施
し

ま
す
。
申
請
を
希
望
す
る
人
は
、

交
付
要
件
な
ど
を
確
認
し
、
期
日

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
生
産
数
量
目
標
に
従
い
水

稲
を
生
産
す
る
、
ま
た
は
交
付
対

象
作
物
を
販
売
目
的
で
生
産
す
る
、

販
売
農
家
と
集
落
営
農
組
織

申
し
込
み　
６
月
30
日
㈮
ま
で
に

同
課
・
東
海
農
政
局
三
重
支
局（
☎

０
１
２
０
ー
３
８
ー
３
７
８
６�

０
５
９
ー
２
２
４
ー
５
５
７
０
）

へ※
一
定
面
積
以
上
の
水
田
を
所
有

　
す
る
農
家
に
、
６
月
上
旬
ま
で

　

�

に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
申

請
書
が
な
い
場
合
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
の

年
度
更
新
は
お
早
め
に

　
労
働
保
険
料
（
労
災
保
険
料
と

雇
用
保
険
料
）
の
平
成
28
年
度
確

定
・
29
年
度
概
算
の
申
告
・
納
付

時
期
は
、
６
月
１
日
㈭
～
７
月
10

日
㈪
で
す
。

年
度
更
新
の
集
合
受
け
付
け

と
き　
７
月
６
日
㈭
・
7
日
㈮
・

10
日
㈪
、
９
時
～
16
時

と
こ
ろ　
伊
勢
労
働
基
準
監
督
署

（
船
江
１
丁
目
12
ー
16
、
☎
28
ー

２
１
６
４�

28
ー
２
１
６
６
）

三
重
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

（
☎
０
５
９
―
２
２
６
―
２
１
０
０

 

０
５
９
―
２
２
８
―
５
９
３
７
）
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情報コーナー
６
次
産
業
化
事
業
に
補
助

農
林
水
産
課

（
☎
22
―
０
３
７
０ 

 

21
―
５
６
０
５
）

　
市
の
農
産
物
の
６
次
産
業
化
を

推
進
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業　
市
内
で
行
う
農
作
物

の
６
次
産
業
化
に
関
す
る
事
業
で

あ
り
、加
工
品
の
開
発
や
販
路
開

拓
を
推
進
す
る
事
業

※�

詳
し
く
は
、
同
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
団
体
な
ど

①�

５
戸
以
上
の
農
業
者
で
構
成
さ

れ
た
団
体

②�

市
内
で
農
業
を
行
う
農
業
法
人

③
伊
勢
農
業
協
同
組
合

④�

伊
勢
農
業
協
同
組
合
の
生
産
者

部
会

⑤
市
が
認
定
し
た
認
定
農
業
者

※�

①
②
④
は
市
内
に
在
住
し
て
い

る
（
法
人
の
場
合
は
市
内
に
主

た
る
事
業
所
を
有
す
る
）
こ
と

が
条
件
で
す
。

補
助
対
象
経
費　
備
品
購
入
費（
機

械
お
よ
び
設
備
購
入
に
係
る
経
費

で
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
汎
用
性
の

高
い
機
械
を
除
く
）、
消
耗
品
費
、

役
務
費
、
委
託
料
、
印
刷
製
本
費
、

通
信
運
搬
費
、
広
告
費
、
使
用
料

お
よ
び
賃
借
料
、
交
通
費
お
よ
び

宿
泊
費
、
謝
金

◦�

自
ら
生
産
し
た
対
象
作
物
を
使

い
、
新
た
な
商
品
開
発
を
行
う

事
業

※�

既
に
実
施
し
て
い
る
事
業
と
同

内
容
の
事
業
は
対
象
外
で
す
。

対
象
者　
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
団
体
な
ど

①�

５
戸
以
上
の
農
業
者
で
構
成
さ

れ
た
団
体

②
市
内
で
農
業
を
行
う
農
業
法
人

③
伊
勢
農
業
協
同
組
合

④�

伊
勢
農
業
協
同
組
合
の
生
産
者

部
会

※�

①
②
は
市
内
に
在
住
し
て
い
る

（
法
人
の
場
合
は
市
内
に
主
た

る
事
業
所
を
有
す
る
）
こ
と
が

条
件
で
す
。

補
助
対
象
経
費　
備
品
購
入
費（
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
汎
用
性
の
高
い

機
械
を
除
く
）、
消
耗
品
費
、
燃

料
費
、
印
刷
製
本
費
、
通
信
運
搬

費
、
広
告
費
、
委
託
料
、
使
用
料

お
よ
び
賃
借
料
、
交
通
費
お
よ
び

宿
泊
費

※�

既
存
機
械
な
ど
の
更
新
に
係
る

経
費
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額　
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
（
上
限
額
１
０
０
万
円
）

申
し
込
み　
交
付
申
請
書
な
ど
を

同
課
へ

※�

交
付
申
請
書
は
、
同
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

予
算
額　
３
０
０
万
円

※�

既
存
機
械
な
ど
の
更
新
に
係
る

経
費
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
市
が
認
定
し
た
認
定
農
業
者
に

　
つ
い
て
は
、
対
象
経
費
の
３
分

　

�

の
２
以
内（
上
限
１
０
０
万
円
）

と
し
ま
す
。

申
し
込
み　
交
付
申
請
書
な
ど
を

同
課
へ

※�
交
付
申
請
書
な
ど
は
、
同
課
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

予
算
額　
２
０
０
万
円

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
事
業
に
補
助

農
林
水
産
課

（
☎
22
―
０
３
７
０ 

 

21
―
５
６
０
５
）

対
象
作
物　
青
ね
ぎ
、
い
ち
ご
、

ト
マ
ト
、か
ぼ
ち
ゃ
、蓮
台
寺
柿
、

横
輪
い
も

対
象
事
業　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
事
業

◦�

規
模
拡
大
な
ど
に
よ
り
生
産
量

を
増
加
さ
せ
、
産
地
を
強
化
し

よ
う
と
す
る
事
業

◦�

高
品
質
化
、
高
付
加
価
値
化
を

図
り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を

推
進
す
る
事
業

◦�

Ｐ
Ｒ
な
ど
に
よ
り
認
知
度
の
向

上
や
消
費
の
拡
大
を
推
進
す
る

事
業

郵
便
投
票
の
手
続
き
は
お
早
め
に

選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
21
―
５
６
３
５ 

 

21
―
５
６
３
６
）

　
選
挙
の
際
、
身
体
に
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
投
票
所
へ
行

く
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
郵
便
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
投
票
に
は
手
続
き
が
必
要

で
す
。
手
続
き
は
代
理
人
で
も
で

き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①�

身
体
障
害
者
手
帳
の
障
が
い
の

程
度
が
次
に
該
当
す
る
人

◦�

両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の

障
が
い
が
１
・
２
級
の
人

◦�

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う

こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障
が
い

が
１
・
３
級
の
人

◦�

免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
１
～

３
級
の
人

②�

戦
傷
病
者
手
帳
の
障
が
い
の
程

度
が
次
に
該
当
す
る
人

◦�

両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
が
特

別
項
症
、
第
１
・
２
項
症
の
人

◦�

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う

こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝
臓
の

障
が
い
が
特
別
項
症
、
第
１
～

３
項
症
の
人

③�
介
護
保
険
で
要
介
護
５
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人

※�

①
②
に
該
当
す
る
人
の
中
で
、

申
請
す
れ
ば
代
理
記
載
に
よ
る

郵
便
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
人
も
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

同
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者

医
療
機
関
で
の

支
払
い
免
除
・
徴
収
猶
予

医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係

（
☎
21
―
５
６
４
６ 

 

20
―
８
５
５
５
）

　
収
入
が
少
な
く
、
生
活
が
著
し

く
困
難
な
国
民
健
康
保
険
加
入
者

は
、
医
療
機
関
な
ど
で
一
部
負
担

金
の
支
払
い
を
免
除
ま
た
は
徴
収

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
た
め

に
は
、事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

免
除

要
件　
入
院
療
養
し
て
い
る
国
民

健
康
保
険
加
入
者
が
い
る
世
帯
で
、

世
帯
主
お
よ
び
同
世
帯
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
収
入
が
生
活
保
護

基
準
額
以
下
、
か
つ
預
貯
金
が
生

活
保
護
基
準
額
の
３
カ
月
分
以
下

免
除
期
間　
３
カ
月
以
内

徴
収
猶
予

要
件　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を

含
む
世
帯
の
収
入
合
計
が
生
活
保

護
基
準
額
の
1.3
倍
以
下

猶
予
期
間　
６
カ
月
以
内
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情報コーナー
国
民
健
康
保
険
の

手
続
き
は
14
日
以
内
に

医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係

（
☎
21
―
５
６
４
６ 

 

20
―
８
５
５
５
）

　
国
民
健
康
保
険
は
、
自
営
業
の

人
や
会
社
を
退
職
し
た
人
な
ど
、

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
人
の
た
め
の
健
康
保
険
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
取
得

（
加
入
）す
る
と
き
や
、喪
失（
脱

退
）
す
る
と
き
は
、
法
律
に
基
づ

き
、
14
日
以
内
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
資
格
取

得
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

利
用
し
て
い
ま
す
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
カ
ー
ド

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
と
比
べ
て
低
価
格
な
の
に
安

全
性
や
効
き
目
は
同
等
で
あ
る
と

国
が
認
め
た
薬
の
こ
と
で
す
。
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
は
、

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財

政
を
改
善
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
や
三
重
県
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
保
険
証

の
交
付
時
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

一
体
に
な
っ
た
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
医
療
機
関
や
薬
局
で
、

こ
の
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
の
意

思
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
紛
失
な
ど
カ
ー
ド
の
再

交
付
を
希
望
す
る
人
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

戦
没
者
な
ど
の

遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
を

福
祉
総
務
課

（
☎
21
―
５
５
５
７ 

 

21
―
５
５
５
５
）

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺

族
で
、平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受
け

る
人
が
い
な
い
場
合
、次
の
人
は
、

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
平
成
27
年
４
月
以
降
、
請
求
手

続
き
を
ま
だ
し
て
い
な
い
人
は
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
27
年
４
月
以
降
、
す
で
に

手
続
き
を
済
ま
せ
た
人
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　
次
の
順
番
に
よ
る
最
先
順

位
の
遺
族
（
１
人
）

⑴
弔
慰
金
の
受
給
権
者

⑵
戦
没
者
な
ど
の
子

⑶�

戦
没
者
な
ど
と
生
計
を
同
じ
に

し
て
い
て
、
戦
没
者
な
ど
と
姓

が
同
じ
①
父
母
・
②
孫
・
③
祖

父
母
・
④
兄
弟
姉
妹

⑷�

前
記
⑶
以
外
の
①
父
母・②
孫・

③
祖
父
母
・
④
兄
弟
姉
妹

⑸�

前
記
⑴
～
⑷
以
外
の
遺
族
で
、

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
生
計
を
同
じ

に
し
て
い
た
３
親
等
内
の
親
族

（
お
い
・
め
い
な
ど
）

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
・
５
年

償
還
の
記
名
国
債

請
求　
平
成
30
年
４
月
２
日
㈪
ま

で
に
、
印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き

る
書
類
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保

険
証
な
ど
）、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
し
、

福
祉
総
務
課
・
各
総
合
支
所
生
活

福
祉
課
へ

※�

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
手
続

き
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

手
続
き
に
時
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

を
納
め
る
必
要
が
あ
り
、さ
ら
に
、

そ
の
間
の
保
険
給
付
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
資
格
を
喪
失
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
届
け

出
を
し
な
い
ま
ま
国
民
健
康
保
険

証
を
使
う
と
、
後
で
い
っ
た
ん
医

療
費
を
全
額
負
担
し
な
け
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国民健康保険の届け出
届け出が必要なとき 届け出に必要な物

資格取得
（加入）

市内へ転入したとき
世帯主の印鑑、世帯主と対
象者のマイナンバー（個人
番号）を確認できる物、来
庁者の身分証明書

職場の健康保険を脱
退した（退職した）、
または扶養家族から
外れたとき

「市内へ転入したとき」に
必要な物の他、職場の健康
保険の離脱証明書

子どもが生まれたとき
世帯主の印鑑、世帯主のマ
イナンバーを確認できる
物、来庁者の身分証明書

生活保護を受けなく
なったとき

「市内へ転入したとき」に
必要な物の他、生活保護廃
止決定通知書

資格喪失
（脱退）

市外へ転出するとき
「市内へ転入したとき」に
必要な物の他、国民健康保
険証

職場の健康保険に
加入した、または扶
養家族になったとき

「市内へ転入したとき」に
必要な物の他、国民健康保
険証と職場の健康保険の
保険証

死亡したとき
「市内へ転入したとき」に
必要な物の他、国民健康保
険証

生活保護を受けるよう
になったとき

「市内へ転入したとき」に
必要な物の他、生活保護開
始決定通知書

その他

住所・氏名・世帯主など
が変わったとき

「市内へ転入したとき」に
必要な物の他、国民健康保
険証

保険証を紛失または
破損したとき

「市内へ転入したとき」に
必要な物の他、国民健康保
険証（破損の場合）

学生が修学のため
市外へ転出するとき

「市内へ転入したとき」に
必要な物の他、国民健康保
険証、学生証
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時�毎週月曜日、13：30～15：30
所�広報広聴課（☎21－5515）
対�市内に住所を有する人
定�８人（先着順）
申�相談日の１週間前の月曜日・8：30以降、
広報広聴課へ来所または電話

時�６月１日㈭、13：30～15：30
所�福祉健康センター
対�市内に住所を有する人
定�４人（定員を超えた場合は抽選）
申�５月25日㈭～31日㈬に、社会福祉協議
会伊勢支所（☎27－2425）へ来所または
電話の上、相談日当日の13：15までに来所

時�６月15日㈭、13:30～15:30
所�社会福祉協議会二見支所（二見ふれあい
プラザ内）
対�市内に住所を有する人
定�４人（定員を超えた場合は抽選）
申�６月８日㈭～14日㈬に、社会福祉協議
会二見支所（☎43－5551）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所

時�７月６日㈭、13:30～15:30
所�小俣保健センター
対�市内に住所を有する人
定�４人（定員を超えた場合は抽選）
申�６月29日㈭～７月５日㈬に、社会福祉
協議会小俣支所（☎27－0509）へ来所または
電話の上、相談日当日の13:15までに来所

時�月～金曜日、9：00～12：00・13：00～16：00
所�伊勢市消費生活センター〔５月28日㈰
より市役所本館から御薗総合支所・２階へ
移転〕（☎21－5717）

【司法書士による多重債務相談】
時�６月15日㈭、9：30～11：30
所�伊勢市消費生活センター
定�４人（先着順）
申�６月１日㈭・9：00以降、伊勢市消費生活
センター（☎21－5717）へ電話 時�月～金曜日、9：00～17：00

所�こども課（☎21－5561）

時�月～金曜日、9：00～16：00
所�大世古保育所（☎25－3676）

時�月～金曜日、8：30～17：00
所�青少年相談センター〔小俣総合支所・
１階〕（☎22－7894）

時�月・火・木～土曜日、11：00～17：00
所�いせ市民活動センター北館（いせシ
ティプラザ）
対�39歳までの人またはその保護者
問�いせ若者就業サポートステーション
（☎63－6603）

時�月～金曜日、8：30～17：15
所�東地域包括支援センター（☎44－1165）
� 中部地域包括支援センター（☎27－2424）
� 南地域包括支援センター（☎21－0080）
� 西地域包括支援センター（☎20－5055）

時�毎日24時間対応
所�各在宅介護支援センター〔神路園（☎
22－6012）、双寿園（☎23－9231）、白
百合園（☎27－1511）、山咲苑（☎23－
8000）、正邦苑（☎38－1800）、みなと（☎
35－0811）、楽寿苑（☎31－0050）、二
見ふれあいプラザ（☎43－4423）、小俣（☎
27－1155）〕

時�６月７日㈬、13：30～15：30
所�小俣保健センター
問�社会福祉協議会小俣支所
（☎27－0509）

時６月14日㈬、13：30～15：30
所�福祉健康センター
問�社会福祉協議会伊勢支所
（☎27－2425）

時�６月21日㈬、13：30～15：30
所�社会福祉協議会御薗支所〔ハートプラ
ザみその北側事務所棟〕（☎22－6617）

時�６月28日㈬、13：30～15：30
所�社会福祉協議会二見支所〔二見ふれあ
いプラザ内〕（☎43－5551）

時�月～金曜日、①8：30～ 17：15・②③
8：30～17：30
所�①障害者東地域相談支援センター（☎
43－4400、 43－4427）・②障害者
西地域相談支援センター（☎24－3009、
24－3019）・③障害者総合相談支援セ

ンター「フクシア」（☎21－3633、
20－6535）

時�月～金曜日、8：30～17：00
所�スマイルいせ〔旧さくらぎ保育所〕
（☎22－7867）
【臨床心理士によるカウンセリング（要予約）】

時�月～金曜日、9：00～17：00
対�小・中学生、保護者

法　律
※ 担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて

いる場合は、相談を受けることはできません。

消費生活・多重債務
消費者被害の相談・クレジット・消費者金融など

時�月～金曜日、9：00～17：00
所�こども家庭相談センター〔市役所東庁
舎・２階〕（☎21－5709）

時�月～金曜日、8:30～17:15
所�こども発達支援室〔福祉健康センター・
３階〕（☎63－5444）

家庭児童・女性  児童虐待・DVなど

子どもの発達

一人親

乳幼児

青少年  非行問題など

就　職
働くことに悩みを抱える若者の相談など

高齢者在宅介護

心配ごと ※いずれも、電話相談も可能。

障がい者・障がい児
福祉サービスの利用相談・日常生活の相談
支援など

小・中学生
子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人
関係・学習など

時�６月13日㈫、13：00～16：00
所�広報広聴課（☎21－5515）
申�相談日当日の８：30～15：00に、広報
広聴課へ来所または電話

登　記

時�６月２日㈮、13：00～16：00
所�広報広聴課（☎21－5515）
申�相談日当日の８：30～14：00に、広報
広聴課へ来所または電話

公　証  遺言・契約証明

時�６月21日㈬、13：00～15：00
所�広報広聴課（☎21－5515）
定�４人（先着順）
申�相談日当日の8：30～14：30に、広報
広聴課へ来所または電話

時�月～金曜日、9：00～16：00
所�三重県交通事故相談窓口〔三重県栄町
庁舎・3階〕（☎059－228－7350）

交通事故

時�６月13日㈫、13：00～15：00
所�二見生涯学習センター
申�相談日当日の８：30～ 15：00に、二見
総合支所生活福祉課（☎42－1111）へ来所

時�６月20日㈫、13：00～15：00
所�広報広聴課（☎21－5515）
申�相談日当日の８：30～15：00に、広報
広聴課へ来所

時�６月27日㈫、13：00～15：00
所�小俣公民館
申�相談日当日の８：30～ 15：00に、小俣
総合支所生活福祉課（☎22－7858）へ来所

行　政
国・特殊法人などへの意見・要望など

時�６月１日㈭、13：00～16：00
所�広報広聴課（☎21－5515）
申�相談日当日の８：30～15：00に、広報
広聴課へ来所または電話

時�月～金曜日、8：30～17：15
所�津地方法務局伊勢支局（☎28－6158）

人　権

※電話での問い合わせが難しい人は、広報広聴課（ 22－9699�� ise-koho@city.ise.mie.jp）へ問い合わせてください。

予算額　1億125万9千円�（市主催分のみ、一部国・県からの補助金あり）時とき　所ところ　対対象　定定員　申申し込み　問問い合わせ先

６月の無料相談
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伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

広報いせ 第214号 平成29年6月1日発行日
伊勢市発 行

情報戦略局 広報広聴課編 集
株式会社 アイブレーン印 刷

伊勢市情報戦略局 広報広聴課
〒516-8601 伊勢市岩渕1丁目7番29号 0596-21-5515 0596-22-9699FAX
（パソコン用）http://www.city.ise.mie.jp（携帯電話用）http://www.city.ise.mie.jp/m/ 伊勢市役所 検 索

「広報いせ」では、財源を確保するため、一部のページに企業広告を掲載していますが、これらは市が広告主や商品を推奨するものではありません。

0000-000-000 通話料無料
フリーダイヤル 問い合わせ先 健康課（　 27ー2435 　  21ー0683）

ise-koho@city.ise.mie.jp
URL

伊勢市
携帯サイト

FAX

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています 予算額　821万2千円

広報いせ発行事業費〔予算額〕
3,064万円（23回分） この広報紙は、再生紙を使用しています。

視覚障がいのある人で、「声の広報いせ」「点字広報いせ」を希望する人は、
高齢・障がい福祉課（☎21-5558　　20-8555）へ連絡してください。

人の動き（4月末） 女性 67,588 人（+18人）男性 60,723 人（ + 5 人 ）54,941世帯数 世帯（+154世帯）128,311総人口 人（+23人）

伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

広報いせ 第214号 平成29年6月1日発行日
伊勢市発 行

情報戦略局 広報広聴課編 集
株式会社 アイブレーン印 刷

伊勢市情報戦略局 広報広聴課
〒516-8601 伊勢市岩渕1丁目7番29号 0596-21-5515 0596-22-9699FAX
（パソコン用）http://www.city.ise.mie.jp（携帯電話用）http://www.city.ise.mie.jp/m/ 伊勢市役所 検 索

「広報いせ」では、財源を確保するため、一部のページに企業広告を掲載していますが、これらは市が広告主や商品を推奨するものではありません。

0120-220-417 通話料無料
フリーダイヤル 問い合わせ先 健康課（　 27ー2435 　  21ー0683）

ise-koho@city.ise.mie.jp
URL

伊勢市
携帯サイト

FAX

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています 予算額　821万2千円

広報いせ発行事業費〔予算額〕
3,064万円（23回分） この広報紙は、再生紙を使用しています。

視覚障がいのある人で、「声の広報いせ」「点字広報いせ」を希望する人は、
高齢・障がい福祉課（☎21-5558　　20-8555）へ連絡してください。

お菓子の魅力で包まれる

　日本最大級のお菓子の祭典「お伊勢さん菓子博2017」
が開催されました。
　来場者の皆さんは「これ、お菓子で作ったの？」
「伊勢の文化をお菓子で知ることができた」など、
食べるだけではないお菓子の魅力を感じていました。

4
21～14金 日

5 お伊勢さん菓子博 2017
公式キャラクター

Ⓒ菓博三2017


